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大 管長会 メ ッセー ジ

神 は遠 くない レ

第 二 副 管 長

マ リ オ ン ・G・ ロ ム ニ ー

ノくウロはテサロニケ とべ レヤにおける迫害の手 を逃れ，

アテネでシラスとテモテを待っていた。その間に，「市

内に偶像がおびただしくあるのを見て，心に慎 りを感 じたd

(使徒17：16)

知 っての通 り，パウロは大きな経験を通 じて，主が感情

も感覚 もない無形の存在ではなく，近 くにいて，パウロに

話すことができ， また実際に言葉 をかけて彼に何 をなすべ

きかを教えられた御方であることを知 った人である(使 徒

9参 照)。 パウロが市内におびただしくある偶像 を見て心

に憤 りを感 じたのは，このことを知 っていたためである。

一 彼は憤 りを感 じただけではなか うた。アテネの市民 を目

覚めさせたいという望みと，実際に目覚めさせる力 と勇気

が体 内にみなぎるのを感 じたのであった。彼は事あるごと

に 「イエスと復活 とを宣べ伝 えた」(使徒17：18)。 ある者

は 彼 をお し ゃべ り と呼 び ， あ る 者 は 「異 国 の神 々 を伝 え よ

う と して い る ら しい 」 と言 っ た(使 徒17：18)。 そ の ため ，

彼 は 人 々 の 注 目 を集 め ， 何 を 言 って い るの か 聞 こ う と して

大 勢 の 人 が 集 まっ て きた 。

「そ こ でパ ウ ロ は
， ア レ オ パ ゴ ス の 評 議 所 の まん 中 に立

っ て 言 っ た 。 『ア テ ネ の 人 た ち よ， あ な たが た は ， あ らゆ

る 点 に お い て ， す こ ぶ る宗 教 心 に 富 ん で お られ る と， わ た

し は 見 て い る。

実 は， わ た しが 道 を通 りなが ら， あ な た が た の拝 む い ろ

い ろ な もの を， よ く見 て い る う ちに ， 「知 ら れ な い 神 に 」

と刻 まれ た祭 壇 もあ るの に気 が つ い た 。 そ こ で， あ な たが

たが 知 らず に拝 ん で い る もの を， い ま知 らせ て あ げ よ う。

こ の世 界 と， そ の 中 に あ る 万 物 と を造 っ た神 は ， 天 地 の

主 で あ るの だ か ら， 手 で 造 っ た 宮 な どに は お 住 み に な ら な
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い 。

また，何か不足でもしておるかのように，人の手によっ

て仕 えられる必要 もない。神は，すべての人々に命 と息と

万物 とを与え，

また，ひとりの人から，あらゆる民族 を造 り出して，地

の全面に住 まわせ，それぞれに時代を区分 し，国土の境界

を定めて下 さったのである。

こうして，人々が熱心に追い求めて捜しさえすれば，神

を見いだせ るようにして下 さった。事実，神はわれわれひ

とりびとりから遠 く離れておいでになるのではない。

われわれは神のうちに生 き，動 き，存在 しているからで

ある。あなたがたのある詩人たちも言ったように， 「われ

われも，確かにその子孫である」。

このように，われわれは神の子孫なのであるか ら，神た

る者 を，人間の技巧や空想で金や銀や石などに彫 り付けた

◇ ◇

現在がいかに動揺

と悲劇 に満 ちてい よ

うとも神 が私 た ちの

天 父で あ る とい う知

識 の 中 に は， 慰 め と

力 が あ る 。

◇ ◇

ものと同 じと，見なすべ きではない。』」(使徒17：22-29)

このパウロの説教は19世 紀 も昔に説かれたに もかかわら

ず，現代の私たちにもよくあてはまる。その間科学 と工業

に顕著なように，い くつかの分野においてめざましい変化 ・

があった。しかし，パウロの説教の主題にっいては，現代

世界 も当時も大して変わ りがない。多くの人に とって神は

依然 として 「知 られない神」であ り，人々は知 らずに拝ん

でいるか らである。神は 「人間の技巧や空想で金や銀や石

などに彫 り付けたもの と同 じだ」 とは恐らく考えられては

いないだろうが，形 を変えた迷信，偶像は現代にもまだ生
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きている。あ る者は電波のように 「宇宙に拡散 したエネル

ギー」だと定義す る。 「最高の大義」，1「万人共通の良心」

などとも呼ばれる。しか し，人がもしパウロと同 じ知識 を

持 ったなら，このようなあいまいな言葉で神を呼ぶことは

しないであろう。

しか しなが ら，今 日の世界にもパウロの時代 と同様に，

神が 自分たちの父で 自分か ら遠 く離れてはいないことを知

っている人々が いる。彼 らが この点について語 る時， 自

分の所有しているものの中で一番貴重なのはその知識だ と

言 うであろう。彼らはそこか ら，誘惑に対抗する力 と，危

険に立ち向か う勇気，寂 しい時の友，悲しい時の慰め を得

る。神についてのその知識は， あすはきょうよりも良 くな

るという信仰 と希望 を彼らに与える。そして周囲のあらゆ

る人々と物事が混乱 と混沌のさ中にあって も，いつ も彼ら

に人生の 目的 を与える心の錨 となるのである。人々がその

ような混乱した状態に陥るのは，この知識がな く，神によ

って導かれていないからであるということを彼らは知 って

いる。

きょう皆さんにお話 したいことは，だれでもこの類 ない

知識の所有者 となって，それが もたらす祝福 を享受できる

ということである。パウロが言 うように，私たちは， 人を

偏 り見ずにあらゆる人がみもとに来るのをみ旨とされる神

の子孫である。神は次の ように言ってお られる。

「すべて重荷を負うて苦労 している者は，わたしの もと

にきなさい。あなたがたを休 ませて あげよう。

わた しは柔和で心のへ りくだった者であるか ら，わたし

の くび きを負 うて，わたしに学びなさい。そ うすれば，あ

なたがたの魂に休みが与 えられるであろう。

わた しの くび きは負いやす く，わた しの荷は軽いからで

あるd(マ タイ11：28-30)

神についてのこの知識 を得るための代価は，キ リス トの
「くび き」 を負 うこと，すなわちキリス トの歩 まれた道に

従 うことである。そ して，その道に至る門は，神 を知 りた

い という望みであ り，大切 なのは，知識 を得るために必要

なことを実行 しようという決意 を抱 くことである。'

この知識を得 るには， しなければならないことがた くさ

んある。それを全部ここで話す ことはできないが，第一歩

は祈 りである。真心か ら信仰 を持って祈った人で，神への

祈 りが聞かれ なか った人はいない。神に関する真実の確

かな知識は，この時代に少年予言者ジョセブ ・ス ミスを通

じ，祈 りの結果 として地上に回復された。

現在がいかに動揺 と悲劇に満ちていようとも神が私たち

の天父であるという知識の中には，慰め と力がある。御父

は漠然 とした抽象的な遠い存在ではな く，毎 日交わ りを持

つ ことのできる，近 くにおられる愛 と理解に満ちた私たち

の父である。御父は私たちを強 くし，守 る力を持って一人
一 人に手 を差 し伸べて下 さる御方である

。

人々がこの知識 を得たいという望み と勇気 と謙遜 さを持

ち，この知識の実を受けることができるよう，私は心か ら

祈 っている。



「子 供 を い らだ た せ て は

い けな い 」

F・ エ ンチ オ ・ブ ッ シャ



妻 とふた りでこの人生の様々な責任を重要 な順に並べて

みようとする時，最初に考えるのは決 まって子供たち

のことである。長勇のマー クスは19歳 になったばか りで，

目下伝道の準備をしている。マーティーアスは17歳 で職業

教育 を受け始めてお り，ひとり娘のマーヤーは16歳 。末の

ダニエルは12歳 で，アロン神権を受けたばか りである。

私たちは子供たちを心から愛 し，彼 らを私たちに託 して

下 さった天父に深 く感謝 している。この人生で経験できる

最大の喜びは，すべての子供が完全に神の律法に従って生

活 し， 自分の管理の職 を全うする幸せ な人間になって くれ

るのを見ることではないだろうか。私たちはそのように考

えている。

しか し痛切に感 じるのは，入間の心， それ も特に若い子

供 たちの心が繊細 なことである。動物の世 界では，新 しい

生命が誕生 した時にはすでに必要な ものがほとんどすべて

備わってお り，あ とのわずかな部分を本能が補助す るだけ

である。しか し，人間はそうではない。人間の子供は動物

などより，養い，世話 をす る手間が必要 であ り，霊的，

道徳的な成長 も全面的に両親に依存 している。子供たちに

人生の手ほ どきをすることが非常に大切 なのはそのためで

ある。もちろんそれは長い歳月をかけて，家庭の楽 しく愛

に満ちた雰囲気の中で，つま りパウロの言 うように 「すべ

てを完全に結ぶ帯」(コ ロサイ3：14)で ある愛の中で行

なうのである。パウロはさらに家庭の理想的な姿について

次のように述べているが，これは私たちの好きな言葉である。
「妻たる者 よ，夫に仕えなさい。それが，主にある者に

ふさわしいことである。

夫たる者 よ，妻 を愛しなさい。つ らくあたってはいけな

い 。

子 た る者 よ， 何 事 に つ い て も両 親 に 従 い な さ い 。 これ が

主 に 喜 ば れ る こ とで あ る 。

父 た る者 よ， 子 供 を い らだ た せ て は い け な い。 心 が い じ

け るか も知 れ な い か ら，」(コ ロサ イ3：18-21)

ほ とん どの 親 は， 子 供 た ち が 世 の 中 で う ま くや って ゆ け

る よ うに ， ま た可 能 性 を い っ ぱ い に 開 い てや り， い ら だ た

せ て い じけ させ た り無 意 味 な 反 抗 を誘 っ た り しな い よ うに ，

子 供 に は 精 一 杯 の こ と を して あ げ た い と思 っ て い る。 とこ

ろ が ， サ タ ンは 地 上 で 大 きな 力 を振 る い， 善 意 の 人 間 の行

く手 に 数 多 くの 障 害 物 を 置 い た 。 学 校 や 報 道 機 関 は 物 質 主

義 ， 憎 悪 ， 破 廉 恥 ， 下 劣 ， 不 道 徳 ， 悲 惨 を助 長 す る教 え を

説 き広 め て い る 。 そ れ も み な スマ ー トで気 の 利 い た 文 句 に

くる ん で 。 こ の世 に は誤 っ た宗 教 や 哲 学 が 氾 濫 し， 人 を没

頭 させ る娯 楽 が た くさ ん あ る。 外 面 的 な 環 境 を改 善 し， 慰

め と安 ら ぎの あ る生 活 を送 ろ う とす る 時 に は， 多 くの 時 間

と体 力 を要 す るが ， 人 々 は そ の体 力 と時 間 を娯 楽 に費 や し

て い る の で あ る 。 しか も悪 い こ とに ， 本 当 に 必要 な もの に

は 少 し も気 づ か ぬ ま ま に 。

すべ て の 人 は キ リス トの み た ま の 幾 分 か に よ り啓 発 さ れ ，

良 い こ と， 正 し い こ との知 識 を あ る程 度 持 っ て い る。 しか

し， 実 際 に 家 庭 生 活 を清 らか な もの に した い とい う望 み を

持 って い る 人 は数 少 な い。 と い うの も， 予 言 者 ジ ョセ ブ ・
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ス ミスを通 じて回復されたイエス ・キ リス トの福音による

完全な知識に欠けているか らである。私たち夫婦 も，かつ

てはその状態にあった。

だか ら，私たちは回復された教えをもって，結婚当初の

私たちを訪れて くれた宣教師の，お会い したこともない両

親に深い感謝の気持 を覚 えるものである。末 日聖徒イエス

∴譜欝翻 鱗袈弩慰識盤
いるのか，そして死んだ後はどうなるかについての確かな ＼ 一.

　

知識があること，また当然のことながらその目的を達する ＼r

力があることである。

この知識があるか らこそ，すべての家族のつなが りに意

味があ り， とりわけ自分の子供たちに対 して愛 と責任を感

じるわけである。モルモンの開拓者たちが果てしない荒野

に逃れて無人の地に一大文明を築き上げたように，今私た

ちは霊の砂漠の中に住んで いて，教会社会 というオアシ

スか ら活気ある国家 を築 き上げる責任 を負っているのであ

る。神権 の力がなければ， また補助組織やセ ミナ リーの よ

うなプログラムがなければ，私たち親は孤立し，迷 って し

まうことだろう。福音の救いの原則 を知 らないままで親 と

しての責任 を果たす ということは，考えただけで身の縮む

思いがする。

父親あるいは母親であるということは，優先感覚 をもっ

て物事 を考えることで もある。子供は決 して完全ではない。

子供に欠点はつ きものであるが，あま脳こ欠点が大きいた

めに親が動転 して， 「子供 をいちだたせる」 ような行動 を

つい取 ってしまうことがある。 しかしそれをすれば，永遠

の生命 という最終 目的か ら子供を引き離 しかねない。

では， 自分の子供の失敗や欠点や過 ちには， どう対処 し

た らよいのだろうか。そこが肝心だと思 う。ある時私は，

ホームティーチングの訪問先で，・少年が両親を目の前にし

て， 自分は一度 もほめ られたことがないと言うのを聞いた

ことがある。その父親の返す言葉が， 「ほめられるような



ことをすれば，喜んでほめてあげたよ」であった。私はシ

ョックを受けた。このような言葉は子供にどんな気持ちを

起こさせ るだろうか。

私たちは人のあまり良 くないところに，何 と早 く気がつ

くことか。それに引 き換え，正 しい導 き方さえすればこう

なるとい うことをなかなか考えようとしないのはどうした

ことか。人は皆，神の清さと徳の貴重な属性に飾 られた神

の子供なのである。

欠点に一番悩むのは当の本人である。子供 は自分の誤ち

も弱さも，承知 している。悔い改める勇気，引き返す勇気，

その勇気 を親か ら与えられなくて，一体 どこか ら得られる

といっのか。

子供には，霊的に大人になって行 く過程で失敗 をし，欠点

を持ち，た とえ10回 正されて もまた良 くないことをしてし

まう 「権利」 とでも言えるようなものがあると，私たち夫

婦は考えている。また，それを理解 し，・忍耐 し，許すこと，
「心がい じけないように」そうしてやることが親の義務で

もあると思っている。そこで私たちは正真正銘の探偵 とな

って，子供 たちに隠されている才能や能力を調べ出 した。

立派な賜 を身につける最初のほんの小さな芽を，見て， 口

に出して，ほめてあげることが必要だか らである。家庭の

夕べで肩 を並べ， そのことを考え，一人一人の良い性格や

能力を口に出して言 うのは楽 しいものである。良い心 を伸

ばし，失敗 したら一緒に悲しみ，永遠に価値 のあるものに

向かって再 出発す る目標 を心に湧かせ て くれる人が，だれ

にも本当に必要である。・

私たちは子供が自尊心，っ まり自分には価値があるのだ

という思いを持つように導き，またほ とんどのことについ

て判断 を各人にまかせるよう努めている。子供の過ちを発

見 して指摘するいわゆる 「教師」 よりも本人に過 ちを気づ

かせ る人の方が良い教師であるとい うことを，私たちは経

験か ら知 った。子供が 自分で失敗に気づけば，すでに自分

が変わるたあの一歩は踏み出している。

かつてこういうことがあった。悪いことをした息子に自

分 で罰 を決め させ たら，1ヵ 月間テレビを見ないことにす

る と言う。重す ぎる罰だと思ったがそうすることに した。

す ると，彼が祖母の ところに遊びに行った時，テレビを見

るように勧め られても，親にはわか らないはずなのにいや

だ と言って断わったということを聞 き， うれ しかった。親

に とって，子供がむずかしい事態を上手に乗 り切 るのを見

るのは，何よりの喜びである。

人間を最 もおびやか し，だめにするのは大人である。悪

い手本 を見せた り，すねた哲学，偽善的な人生哲学 を吹聴

したりす る一部の大人である。汚れな く無邪気な子供たち

を見るのは，人間の起源の神聖なことの何よりの証拠であ

る。にもかかわらず，その傍 らにいる親が感受性に欠け，

愛に欠けるの を見るのは，実に心 を暗 くすることである。

よくよく考えてみれば，子供 を立 しく導き育てるという

責任は，よい模範に， またよい友になるために霊的で汚れ

のない献身と愛を持 とうと毎 日自分 自身 と闘う，その闘い

と同じである。親である私 たちは中途でさえぎらず，身を

入れて意識的に話 を聞 くようにすれば，その度合に応じて，

教 えるのが簡単になる。

私は教会のある指導者が， 自分の家に入る時，必ず心の

中で，父親，夫 として自分の責任を正 しく完 うすることが

できるよっにその力を祈 り求めると言うのを聞いたことが

ある。

毎 日のささいないらだちを賢明に超越することは容易な

ことではない。聖典の勉強が 日常の習慣になり，どんなに

小さなことでもみたまの導 きを受けて決定することが身に

ついているのでなければ， この問題の克服はほとん ど不可

能に近 いことがわか った。 また。私たちは特別な家庭の夕

べ とい うものを経験 した。その時の具合 いで，計画 とはま

るで違った家庭の夕べ をしたのである。家庭の夕べをただ

のプログラムと考えるのは何 と危険なことか。場所を変え

た り，順序 を変えた り，家族に何かびっくりさせ る時間 を

設けた り， 目標 をひとつにしぼったりする。こうして，参

加す る家族にさらに大きな愛 と希望 と信仰を与えるように

するとよい。

私たちは，子供たちが計画や準備に参加す ると家族の霊

性が高まるのを経験 した。 また，家族会議は家族 を組織 し

整えるのに格好の場である。一例 をあげれば，みんなで集ま

って家族会議 を開いた時に，家族の生活をもっと改善 し，

みんなの愛 を深め， もっと楽 しい家庭にするにはどうした

らよいかについて話 し合 ったことがあった。ひとつの問題

は朝の家族の祈 りである。愛 と気持ちはあっても，私たち

がいつ もねぼけまなごで，用意もせず，心を集中できない

状態で集まって くるようではよくないということになった。

そこでみんなで考えて，いつ もより15分早 く起きることに

決めた。 また，ひざまずいて祈 る前に，みんなで讃美歌 を

歌い，聖典か教会幹部の話 を一緒に読むことにした。

この方法は，子供たち自身の決意があって，家族の大 き

な喜びの源 となっている。私 たちは霊に栄養 を与え，生け

る水の泉によって強 くされてから，ひざまずいて，大切な

こと，忘れてはならないことを考え，感 じ，受け入れるの

である。そのような祈 りを行 なって， 日々のチャレンジに

立派に応える力をみたまを通 じて与えられることは，本当

に大きな祝福 である。

末の息子が，母親に言われもしないのに，私にお休みの

キスをして 「お父さん，大好きだよ」 と言うのを聞 くと，

感謝 と誇 りを感 じる。ま た，娘がにこにこして幸せそうな

のを見る時や，17歳 の子の顔に私たちに対する信頼 を読み

取 る時，長男の口から私たちを信 じ切 っている言葉 を聞 く

時 も同様である。

私たちは親 として最高の祝福 を経験 している。つ まり，

新 しい生命 と新 しい希望 を創造 し，育んでい く神の協同者

であるということである。

(F・ エ ンチ オ ・ブ ッ シャ ドイ ツの 印刷 出版会 社社 長 。十

二使 徒評 議 員会 地 区代 表。 ドイ ツ ・デ ュ ッセ ル ドル フステ ー キ

部 ドル トム ン トワー ド部 所属)
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ジ ョ ン ・日 イ ド ・ス チ ー プ ンス と

マ ヤ 遺 跡

ジ エ ー ム ズ ・S・ バ ツ カ ー

一 ユー ヨー ク の弁 護 士 ジ ョ ン ・ロ イ ド ・ス チ ー ブ ン ス と
一

ジ ョセ ブ ・ス ミス は全 く面 識 が な く， ス チ ー ブ ン ス が

モ ル モ ン 経 を読 ん だ と い う証 拠 も な い 。 そ の ス チ ー ブ ン ス

が 残 した生 涯 最 大 の 業 績 が ， 同 じ くニ ュ ー ヨー ク 人 で あ る

ジ ョセ ブ ・ス ミス の翻 訳 した あ の 霊 感 の 書 を，・後 に な って

証 明 す る もの とな っ た 。

その 業 績 の 発 端 は，1839年11月 の む し暑 い ホ ン ジ ュ ラス

の 密 林 で あ っ た 。 ジ ョ ン ・ス チ ー ブ ン ス と原 住 民 の ふ た り

の ヘ ル パ ー が ， 森 の 台 地 か ら一 個 の彫 像 を掘 りあ て た 。 ス

チ ー ブ ン ス は こ う書 い て い る 。 「フ ラ ン シ ス コが 足 を 見 つ

け ， ブ ル ノー が 体 の一 部 を 見 つ け た 。 大 発 見 だdビ ク タ

ー ・W・ フ ォ ンハ ー ゲ ン は
， 「新 し い分 野 ， 新 し い科 学 ，

つ ま りア メ リカ考 古 学 が 誕 生 した 」 とそ の 日の こ と を 記 し

て い る。 ジ ョ ン ・ロ イ ド ・ス チ ー ブ ン ス が その 生 み の 親 で

あ った 。

旅 行 家 と して も名 声 の 高 か っ た ス チ=ブ ン ス は ， そ れ ま

で に ヨー ロ ッパ や 近 東 ， エ ジ プ ト， ア ラ ビァ ， 聖 地 を訪 れ ，

数 々 の 書 を残 して い た 。 過 去 の 幻 を求 め て 止 ま な い 彼 で あ

っ た が ， ま だ 自分 の 本 当 の 使 命 は 知 ら な か っ た。

ス チ ー ブ ン ス が 初 め て 自分 の 将 来 を見 い だ した の は ， ロ

ン ドンに 立 ち寄 り， パ レ ンケ とい う メ キ シ コの 不 思 議 な 廃

嘘 を訪 れ た キ ャ プ テ ン ・デ ル リオ 著 の 「あ る古 代 都 市 を 見

て(De8c吻 孟ゴoπsqノαη 翫c∫eη言α 砂)」 と い う本 を手 に し

た時 で あ る。 また 後 に は ， 第 二 の 失 わ れ た 町 ウ ズ マ ル の こ

と を も学 び ，1835年 に は ホ ン ジ ュ ラ ス の 廃 都 コパ ン を紹 介

し た専 門 誌 に真 っ向 か ら異 議 を唱 え た 。

パ レ ンケ ， コパ ン， ウ ズマ ル 。 今 や 彼 の 心 は ， 昔 中央 ア

メ リカ に 存 在 した 漠 た る文 明 の 幻 に取 りつ か れ て し ま っ た 。

しか も驚 い た こ とに ， そ の よ うな 関 心 を抱 い た の は 彼 ひ と

り で あ っ た よ うで あ る 。 「コパ ンの 論 文 に 世 間 は あ っ と驚

く と思 っ たグ ， 案 に相 違 して さ っ ぱ り反 響 が な い」 と彼 は

書 き残 して い る。 そ れ で もな お 彼 は ， それ らの 廃 都 を捜 し

て み せ る と宣 言 し た 。

学 者 や 大 衆 は声 を そ ろ えて 「くだ らな い!」 と叫 ん だ 。

イ ンデ ィア ンは 未 開 の 域 を 出 て お らず ， 当 時 の ア メ リカ 人

は ， 征 服 の 結 果 得 た 数 々 の 証 拠 品 を見 て さ え， ほ か は と も

か く 「イ ン デ ィ ア ンの 」 文 明 な どは 信 じ よ う と も し なか っ

た 。 証 拠 品 は 無 視 され る か ， スペ イ ン 人 の 宣 伝 話 だ とい っ

て 相 手 に さ れ な い か の どち らか だ っ た 。 学 者 や 歴 史 家 は か

た くな に昔 な が らの 通 説 を守 り， ス チ ー ブ ン ス の行 な っ て

い る こ と を嘲 笑 す るば か りだ っ た 。

しか し， そ う した 学 者 た ち の 説 に 対 抗 す る文 書 が ほ とん

ど出 て い な か っ た こ と は事 実 で あ る。 例 に 取 れ ば， ジ ョセ

ブ ・ス ミス の 悪 口 を言 う人 々 は モ ル モ ン 経 を盗 作 だ と非 難

した が ， 盗 作 さ れ る よ うな 内 容 の 本 は 何 ひ とつ な か っ た 。

1839年 に な っ て も， 博 学 で 財 産 が あ っ た ス チ ー ブ ン ス で も

古 代 ア メ リカ 文 明 を物 語 る証 拠 を集 め る の は 非 常 に 困 難 で

あ っ た 。 彼 の 乏 しい 資 料 は具 体 性 に 欠 け て い た 。 また ， ジ

ョセ ブ ・ス ミス の 時代 に は 記 録 は お粗 末 で ， 皆 無 と言 っ て

も よい ほ どで あ っ た 。

情 報 不 足 に ， 血 気 は や る ス チ ー ブ ン ス も少 々 懐 疑 的 に な

っ た が ， 彼 に は 高 い望 み が あ っ た 。 彼 は 名 の知 れ た 画 家 で

も あ る血 縁 の フ レ デ リッ ク ・カサ ウ ッ ドを伴 い ， 中 央 ア メ



リカに向けて船出した。

最初の目的地 コパンは，土壁の小屋が立ち並ぶ陰気な村

であった。 しか し発見は間近に迫っていた。原住民のガイ

ドは密林 を抜けて とある川岸へ彼らを案内 した。対岸には

30メ ー トル もの高さの石壁がそそ り立っていた。それが古

代 コパンの外郭であり，史上の新時代の始まりであった。
一行はさっそく川を渡って壁 をよじ登 り，忘れられた文明

の廃：嘘に足を踏み入れた。

スチーブンスは記 している。「厚 い密林 をか き分けて進む

と，5メ ー トルほどの高さの方形の石柱に出くわした。…

…4面 全部にきわめて明瞭な浮彫 りの彫刻があ り，……芸

術品だ……エジプ ト最高の遺跡に匹敵す るものもある。

アメ リカは(1830年 代の歴史家 たちによれば)野 蛮人が

住んでいた というが，野蛮人にこのような建築ができるは

ずがない。野蛮人がこのような石に彫刻 を残すはずがない。

インデ ィアンにだれが作 ったのか聞いても， 『キエン サ

ベ』(だ れ も知 らない)と さえない返事だったd

西の世界の学者や歴史家 も，その程度の解答 しかできな

か った。コパン， そしてマヤは， ヨーロッパが暗黒時代に

陥 って いた時期 に，高度 の芸術，文化 を咲かせ ていたの

である。彼らは密林 を征服 し，首飾 りに散 りばめ たまば

ゆい宝玉のように，ユカタン全土に彼 らの都市 をつ ないで

行 った。しか しその偉業 も歴史 も， 旧世界の人々に対 して

彼らの住んだ静寂の密林 さなが ら沈黙 していたのである。

紀元900年 以前に，マヤ人は歴史の舞台か ら突如 として

消 えた。以来1千 年，1839年 にスチーブンス とカサウッド

が足を踏み入九るまで， コパンはホンジュラスの厚 い密林

に埋 もれていた。

ふたりは全容を見ることがで きなかった。密林があま り

に深かったせ いである。そこで埋 まっていない 「偶像」 と

も思われる石柱に目をつけた。それらは30ト ンもある巨大

な一本柱で，人物や花や動物がびっしりと彫 られていた。

何かの行事 を記念す る定まった 日に建てられたもので，マ

ヤ人の才知の結集であった。

スチーブンス とカサウッドは2年 に及ぶ旅行で，フパン，

パ レンケ，ウズマル，チチェンイッツァ，その他40に もの

ぼ るマヤ遺跡を発見した。

謎は深まるばか りで，スチーブンスはます ますその とり

こになった。彼はパ レンケについて次のように言っている。

「洗練された高い文明を持つ特別な民の遺跡であった
。'

国の興亡の全舞台を過去に終 えて， 自らの黄金時代 を登 り

つめ，そして滅びて全 く忘れ去 られた民。人類家族 と彼ら

を結ぶ鎖が冷酷にも断ち切 られて，これだけが地上に残 し

た彼らの足跡を伝える形見だった。・…・・かつての華やかな

美 しい都市が崩れて荒廃 し，忘れ去 られて，やがて周囲を

何マイル も木々が包み囲んで，区別す る名さえも持 たない

姿 で，偶然に発見されるとは，豊かな空想の世界へ と私た

ちを導 く世界の歴史の中でも， これほど私の心 を強 くひき

つけるものはないd

その神秘のべ一ルをはがすふた りの探検家の情熱に，現

代 人はかぶ とを脱 ぐ。気楽に くつ ろいだ生活をす るのが紳

士 であったこの時代に，ふた りは飢餓やマラリヤに脅かさ

れ，無数の昆虫の襲来や不便な生活に耐 え，死 と隣 り合わ

せの状態にあったのである。何のためであろうか。

歴史はスチーブンスを偉人にした。彼の功績は， ロゼッ

タ石のシャンポリオンや トロイ遺跡のシュー リマ ンに匹敵

する。

私たちの目から見れば，スチーブンスの貢献 は重要であ

る。 ジョン ・ロイ ド・スチーブンスとジョセブ ・ス ミスは
一度 も会 うことがなかったが，荒野に叫ぶモルモン経の声

は，地上か ら一掃された リーハ イの民 を物証するスチーブ

ンスの発見によって，一段 と力を増 したのである。

絵 は英 国 の 画 家 フ レ デ リ ッ ク

・カ サ ウ ッ ドの 筆 に な る も

の 。 彼 は ジ ョ ン ・ロ イ ド ・ス

チ ー ブ ン ス に 同 行 して， チ ア

パ ス ， ユ カ タ ン に 点 在 す る マ

ヤ民 族 の 廃 埴 を調 査 した 。
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金融業者と

バンカー監督

ウ ィ リア ム ・ハ ー ト レー

「忘 れ な いで下 さい・ き っか り5分 間 です よ・ と接 客係 は 念

を押 した。こ う言 われ てか ら， ソル トレー ク・シデ ィー の

実 業家 ニー フ ァイ ・L・ モ リス 氏は， 大 金融 業者 トー マ ス ・N・

マ コー リー氏 の豪 勢 な シカ ゴ営 業所 の一 室へ 案 内 され た。接 客

係 は この 人物 に訪 問客 の 名刺 を手渡す と， 入 口の所 に立 って ，

5分 間 とい う制 限時 間は延 長 で きないか ら と再度 念 を押 した。

「ソル トレー ク ・シテ ィー か らですね 」 と忙 しいはず の この

取 締役 は切 り出 した。 「ど うぞお掛 け下 さい， モ リス さん。 ユ

タか らい ら した の で した ら， 私 が何年 も前 に そのユ タで経験 し

た こ とをお話 しま し ょ うdマ コー リー 氏 は， モ リス 兄弟 が どん

な業 務 で訪 問 した のか尋 ね よ うと もせ ず ， ぎっ し りと詰 まっ た

業 務 の スケ ジ ュール を無 視 し， 心配 顔 の接客 係 をも無視 して，

1時 間 もの 間， 彼の懐 か しい体 験談 を しゃべ りま くったの で あ

る。

マ コー リー 氏 の話 は こ うで あ る。彼 は今世 紀 に 入 る前， す で

に年 若 くして東 部 で一財 産 を築 き上 げ て いた。 しか し， 仕 事 の

ス トレスが た ま り，遂 に健康 を害 して しま った。 医者 は， この

青 年 実 業家 が健 康 を 回復 す る唯一 の望 み は，6ヵ 月か ら1年 の

間， 西部 の広 々 とした土 地 で過 ごす こ とにか か って い る と言 う。

そ こで不承 不承 この勧告 を受 け入 れ たマ コー リー 氏 は， 彼の 大

規模 な事 業 を同僚 に譲 り渡 す と， 医者 を伴 って西部 へ 出か け た。

数 ヵ月商 ， ふ た りは幌 為車 の 中で野 宿 し， 時の 流れ に 身 を任

せ て ロ ッキー の 山岳 地 帯 を旅 して 歩 いた。 そ の よ うに して 回

復 の 見通 しが 立 った 頃，マ コー リー は 突 然39度 の 熱 を出 し，

ひ どい悪 寒 に襲 われ た。 医者 は， 患 者 の生命 に 危惧 を抱 い て，

最 も近 い 開拓地 であ るネバ ダ州 のバ ン カー ビル まで 馬車 を走 ら

せ た。 そ こは， ユ タの南 西部 の端 に近 い，小 さな モル モ ンの開

拓 地 で あっ た。 モル モ ンに対 して一 方 な らず 嫌悪 感 を抱 い て い

た医 者 では あ ったが， この度 だ け は， 自尊心 を捨 て て， エ ドワ

ー ド ・バ ンカー ・ジュニ ア とい う地 方 の一 農 夫 の 家 へ 助 け を



求 め て飛 び込 ん だ。 この人 は，や が て この 町の 監督 で あ るこ と

が わか るの だが， バ ンカー ビル とい う町の名 前 は この 人の 父親

の名 前 を とって付 け られた もの で あ った。

ふ た り'の旅 人 は， この 人の 家が 度 々， この不 毛 地帯 を旅 す る

人々 のため に病 院 にな っ た リホテ ル に な っ た り して い た こ と

を知 らなか った。1883年 か ら1908年 まで 監督 で い る間に， バ ン

カー兄 弟 は地 方 医 と して も働 いて い た。 その 間，40本 に も及 ぶ

骨 折 を直 し1指 の切 断手 術 を し，傷 口 を切 開 し， 一度 は， 草 刈

機 で切 断 され た 男の子 の 足の縫 合 手術 に 成功 した こ ともあ った。

その地 方 の言 い伝 えでは， バ ン カー家 族 が家族 水 い らず で食事

をす る こ とは め った になか った と言 う。 良 い監督 は 人々 を親切

に もてなす もの であ る とい う教 えの ため で あっ た。バ ンカー 家

の 家訓 で は，旅 人は， 自分 が い たい だけバ ンカー 家 に留 まるこ

とが で きた。 しか し， 旅 人 も家 族 の一 員 の よ うな扱 い を受 け，

通常 の家庭 生 活 を妨 げて は な らな い こ とにな って い た。

東部 か らの 客 人は， す ぐさ ま歓迎 を受 け， その 小 さな 田舎 町

でで き る限 りの便 宜 を図 って もらえ る こ とに な った。 幌 馬車 と

馬 の面倒 も見 て も らった。 食糧 も与 え られ，寝 具 も生 活用 品 も

整 え られ た。 こ うして，バ ンカー家 の 客 間は， に わか 造 りの病

室 に改 造 され た。

毎 日毎 日， 医者 とベ ンカー家 族 は， 細心 の 注意 を払 って，生

死 の境 をさ ま よ う患者 の看 護 にあ た った。数 週 間 た ったが ，マ

コー リー の容 態 は， 多少持 ち直 しただ け であ った 。医 者 は， こ

の病 人に付 き添 ったが ， ひ と りき りに な る こ ともあ った。 しか

し， マ コー リー 青年 は ，ベ ッ ドか ら抜 け 出す こ ともで きない有

様 で あ ったの で， この謙 遜 な末 日聖 徒 の家族 の 日常 活動 をつぶ

さに見 るまた とな い機会 を得 た。'・ 電

時々， 客 間 の ドアが 半開 きにな って い たため ， マ コー リー は

隣 りの部 屋 の様 子 を見 るこ とが で きた 。 そ こでは， 一 日の つ ら

い農 作業 を終 え た後 ， 家族 が 夕食 を祝福 し， そ して 食べ てい た。

また夕方 には， 家族 が そ ろ ってひ ざ まず いて祈 りをさ さげて い

る光 景 を何 度 も目に した。 監督 が ひ と りで声 を出 して祈 って い

るこ と も度 々 で あっ た。

こ う して や っ と患者 の病 状 も回復 し， 医 者か ら旅 行再 盟 の許

可 を も らえ るほ どに なっ た。医 者 とマ コー リー が 出発 す る 日の

朝， バ ン カー家 の家 族 は皆 ， いつ もの よ うに早 く起 きた。七 か

しその 時， 客 人の 眼 を も覚 ま して しまっ た こ とに は気 が付 か な

か っ た。 その ため， ふ た りは思 い がけ ず， 家族 が ふ た りの ため

に特 別 な祈 りを ささげ て い るの を耳 に したの であ る。 家族 が皆

食堂 に集 ま り， 屈 強な 監督 が， いつ もの よ うに謙遜 に子 供 た ち

の わ きにひ ざまず き，心 を込 め て敬 凄 な祈 りを ささ げた。 特 に

監督 は， 客 が十 分 な健康 を取 り戻せ る よ う祝 福 して下 さった こ

とに対 して神 に心か らの感謝 を ささげ た。 そ して 更に， 病 気が

完 治す る よ う特 別 の祝福 を祈 り求 め た。

祈 りの最 中 に，マ コー リー は，『友 人 の医 者が ほ お に涙 しなが

ら客 間か ら静 か に抜 け 出 して行 くのに気 が付 いた 。 自分 の ため

に いか に大 きな信仰 の 力が働 いて い るか を知 った マ コー リー も，

涙が 流 れ 出て くるの をお し とどめ る こ とは で きな か った。 深 い

感謝 の 念が 胸の 中 に湧 き上 がって きたの であ る。 後年 ， 彼が モ
'リ ス兄弟 に この 話 を した時

， 「私 は.生涯 を通 じて あの よ うな祈

りは耳 に した こ とが な い」 と述懐 して い る。

祈 りを終 え て立 ち上 が る と， 家族 は， いつ もの作 業 に取 り掛

り始 め た。 バ ン カー 監督 だ けは， 客 人 に別 れの あ い さつ をす る

ために 客 間へ 入 って 来 た。監督 はマ コー リー と握 手 をす る と，

この東 部 の 人間に 向か って ，知 り合 う機 会 を得 た こ とに心か ら

の 感謝 の 念 を表 わ しだ。 そ して， 彼 と医者 に楽 しい旅行 を続 け

て欲 しい と言 った。 ・

「バ ン カー 監督 ，私 はあ なた に随分 借 りを作 った よ うですね 。

相応 の お礼 はす るつ も りで い ます。 皆 さんが 本 当に 親切 に私 の

面倒 を見 て下 さった おか げで， 命 が助 か った んです か ら。私 に

は資産 が た くさん あ ります か ら， 十分 な お礼が で きる と思 いま 、

す司

彼 はバ ンカー家 の生 活が 余 り豊 か でな く，物 資 に事 欠いて い

る こ とを知 って いた。 だが 驚 い たこ とに， 監督 は その 申 し出を

丁寧 に断 わ った。 「い え， あ な たか ら何 もい ただ くわけ には い

きませ ん 。私 は， 自分 の兄 弟 に 当然す るはず の こ とをしただ け

な んです か らd

「で も
，私 は あな た方か らこれ だ け の こ と を して い た だ い

た んで すか ら， 何か し らお礼 を させ て いた だ きませ ん と1何 も

お礼 を しない とい うわ けに は い きませ ん。 お金 で も， 何 で もい

い です か ら， 私 に で きる こ とを教 えて下 さいd，

手 厚 い もて な しを した監督 は こ の 申 し出 に こ う答 えた。 「私

は あな たの お役 に立 て ただ けで， もう十 分 に報 い を受 け てい ま

す 。 私 に何 か支 払 いた い とお っ しゃ るの な ら， 同 じよ うな助 け

を必 要 として い る人々 に，私 が あ なた に快 くして差 し上 げた よr

うに， あ なた も してあ げて下 さい。 それ だ けですd

バ ンカー監 督 とのや り取 りは これ で終 わ った。

しか し， マ コー リー は 自分 に は借 りが あ る と思 い， 決 して こ

の こ どを忘 れ なか った。 そ して ， それか ら後 ，何 年 間に もわ だ

っ て この借 りを返 し続 けた 。末 日聖徒 を援助 したの であ る。ユ

タでブ リガム ・ヤ ン グの記 念碑 を建 て るため に， そ の寄付 の話

が もち上 が った 時， マ コー リー は真 っ先 に1，000ド ルの 寄付 を

して献金 者 名簿 の筆頭 に彼 の名 前が掲 載 された。 ユ タ州選 出 の

上 院議 員 リ}ド ・スム ー トの議 員 資格 が合 衆 国上 院 で争 われ た

時， 政 界に も影響 力 を持 つ この金 融業 者 は， ウ イ'リアム ・ハ ワ

ー ド ・タ フ ト副 大統領 に直接 働 きか けて
， モル モ ン擁 護 のため

に尽 力 した 。彼 は また， ユ タ州や 教会 の数 多 くの人 々の ため に，

財 政 面 で数 々の援 助 を した 。ふ た りの著 名 なモ ルモ ンが，1907

年 の 大恐 慌で 多額 の 負債 を抱 え込 ん だ時， マ コー リー はふ た り

に約 束手 形 を返 し， 自分 に対 す る 負債 を帳消 しに した。

そ して機会 さえ あれば ， た とえ5分 間 の面会 時 間が1時 間の

話 し合 いに な ろ う とも， モ リス兄弟 の よ うに， ユ タか ら来 た 人

物 に は， この話 をす るの が義 務 の よ うに 感 じて いた。 ユ タか ら

来 た 人々 は， 残 らず， 彼 が ネバ ダの辺 境地 帯 で死 の苦 しみ に遭
`遇 した こ と

， そ してモ ルモ ンの 監督 に 出会 い， その監 督が 見知

らぬ旅 行者 で あっ た彼 の回復 を願 って神 を信 ず る信仰 を示 して

くれ た こ とな どの話 を聞 くので あ った。 マ コー リー の説明 に よ

・れ ば
， そ の よ うな信仰 は，彼 の 全財産 と権 力 を もって して も，

決 して 手 に入れ る こ とので きない もの であ った。

この話 に心 を動 か され た モ リス兄弟 は， 早速 それ を書 き とめ

た。 それ か ら20年 後 の1943年 ， モ リス兄弟 は， バ ン カー監 督の

子 孫 に手紙 を書 いて この 話 を伝 えた。 監督 の子 孫 に とって，

この話 は家 族1ご誇 りと霊 感 を もた らす 源 とな ってい る。
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長老見込み会員

に訴える

十 二使 徒評 議 員会 会員

ボ イ ド ・K・ バ ツ カ ー

戻 って来さ'えす れば，す ぐにも ，

道か らそれていたことも 忘れて

働 くことがでさる。

弟姉妹の皆様，この集会の最後に兄
は ， キ ン ボ ー ル 大 管 長 が お話 す る

こ とに な っ て い る。 こ の 集 会 が 始 ま る

前 に ，3種 類 の 長 さ の 話 を用 意 して あ

る こ と を 大 管 長 に 話 し て お い た と こ

ろ， 今 ， 歌 っ て い る 最 中 に ， 一 番 長

い 話 を使 う よ うに とい う メモ を い た だ

い た。

私 は コ ロ ラ ドで の 経 験 を思 い 出 す 。

ス テ ー キ部 を再 組 織 した 時 の こ とで あ

る 。 集 会 も終 わ りに近 づ い て ， 残 り時

間 も10分 ほ どに な っ た 。 しか し， 大 管

長 も私 も ま だ話 して い な か っ た 。 ス テ

ー キ 部 長 は
， 次 の 話 者 と して 私 の 名 前

を 発 表 し た 。 キ ン ボ ー ル 大 管 長 は い

す に 寄 りか か っ た ま ま， 私 に ， 「ど う

ぞ ， 残 りの 時 間 を全 部 使 って 下 さい 」

と言 わ れ た 。

私 は ，1分 間 だ け 証 を述 べ て 席 に

戻 っ た 。 ス テー キ 部 長 が キ ン ボー ル 大

管 長 の 名 前 を発 表 し て い る時 ， 私 は 大
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管長が何かメモを書いているのに気付
いた。大管長は立ち上がると，私にそ
のメモを手渡 した。 その メモには，
「従 うことは犠牲にまさる

」 と書かれ
ていた。そのために今 日は，大管長の

言葉に従って話 を進めたい と思 う。

兄弟姉妹の皆様，この素晴らしい総

大会 も閉会に近づいたが，私たちの心

は，数々の 説教に深 く動かされ，徳高

い思いへ と駆 り立てられた。同時に私

は，その間ずっと，そうした大切 な霊

的影響 を受けずに生活 している人々の

ことに思いをめ ぐらしていた。

そうした人々の中には，教会貝 も大

勢いる。入の生活にとって極めて重要

なはずの霊的成長 とい うものを十分に

遂げていない，長老見込み会貝 と呼ば

れている人々である。

長老の職は，尊厳 と誉れの召しであ

り，霊的な権威 と権能の召 しである。
「見込み」 という言葉には，希望 とか

楽観 とか可能性 とかいった意味合 いが

感 じられる。今 日，私はそのような人

々にお話 したい。 しかし恐 らく，この

話が当てはまる人々は他に もいること

だろう。

こう言っては間違っているだろうか。

皆さんは折に触れて，心の奥底で教会

に戻 りたいと切に願っていると。ただ，

どのようにその道を歩み始めたら良い

のか， よく知 らないのである。また，

深 く考 えるたびに，心め中でこんなこ

とを思 っているのではないだろうか。
「道をそれさえしなかったらなあd

「もっと若い頃に機会が与えられて

いれば……d
「失敗 し過 ぎたd

「もう手遅れだd

「過 ぎてしまったことが多過 ぎるd

教会に戻 ワたい と願っている皆 さん

の心 の中を， 「いや，難 し過 ぎる。

第一歩がなかなか踏み出せない」 とい

う思いがよぎるかもしれない。

私は， ある体験から極めて重要な教

訓を得たが，そのような教訓をもっ と

若 い頃学んでおけばよかった と思った

ものである。 ところが，先週 日本 を訪

問した折に，私はまた同じような体験

をした。そのため，私はこの体験につ

いて総大会 で話 をしようと決心 した。

第二次世界大戦中，私は空軍のパ イ
ロットだった。太平洋諸島での任務 を

終 えた後，私は進駐軍 として，1年 間

日本で過 ごした。片言の 日本語でも覚

えた方が便利なことは言 うまで もない。

少な くとも方向を尋ねることと食べ物

を買 うことだけはできなければな らな

か っ た 。

私 は ， 平 常 の あ い さつ の 言葉 と， 数

字 を少 し覚 え た。 そ して ， 他 の 多 くの

教 会 員 と同様 ， 非 番 の 時 は 日本 人 た ち

の 間 で 伝 道 活 動 を行 な っ た。 私 は ， 日'

本 人 か ら も少 し言 葉 を教 え て も ら っ た

が ， 随 分 難 しい 言 語 だ と思 っ た もの で

あ る 。

1946年7月 ， 最 初 のバ プ テ ス マ 会 が

大 阪 で 開 か れ た 。 佐 藤 龍 猪 兄 弟 と姉 妹

が バ プ テ ス マ を受 け た 。 ふ た りに レ ッ

ス ン を した の は 大 部 分 他 の 軍 人 で あ っ

た に もか か わ らず ， 佐 藤姉 妹 にバ プ テ

ス マ を施 す 特 別 な 機 会 が私 に 与 え られ

た 。

私 た ち は ， 日本 に い る こ とが 別 段 つ

らか っ た わ け で は な いが ， 私 た ち の 心

を い つ も捕 えて 離 さ な い こ とが た だ ひ

とつ あ っ た 。 そ れ は 故 国 の こ とで あ る。

私 は 当時 ， 既 に4年 近 く も国 を離 れ て

い た 。 戦 争 も終 わ り， た だ た だ 帰 国 の

日 を待 ち望 ん で い た の で あ る。

よ うや く帰 国 の 日が や っ て 来 た 時 ，

私 は ， 二 度 と 日本 へ 戻 る こ とは あ る ま

い と思 っ た 。 私 の 「日本 の部 」 は そ こ

で幕 を 閉 じた の で あ る。

そ れ か ら数 年 間 ， 私 は 勉 学 に 励 み，

家 族 を養 う こ とに奔 走 し た 。 私 の 近 辺

に は 日本 人 は い なか っ た し， や っ と覚

え た 片 言 の 日本 語 も使 う機 会 は な か っ

た 。 は るか に 遠 い過 去 の もの とな っ て

し まい ，26年 とい う歳 月 の お か げ で忘

却 の か な たへ 完 全 に消 え去 っ て し ま っ

た もの と私 は 思 っ て い た 。 そ ん な あ る

日， 日本 を訪 問 す る責 任 が 与 え られ た 。

東 京 に 着 い た 翌 朝 ， 私 が ア ポ伝 道 部

長 と伝 道 本 部 を出 よ う と し て い る と，

日本 人 の 長 老 がや っ て 来 て ， ア ポ 部 長 『

に 日本 語 で話 しか け た 。 ア ポ部 長 は ，

急 用 が で き て し ま っ た の で ，1ち ょ っ と

出 か け るの が 遅 れ る こ とに な る とわ び

た 。

ア ポ部 長 は，9その 長 老 と一 緒 に 書 類

に 目 を通 し， 日本 語 で何 か 話 し合 って

い た。 そ れ か ら， 書 類 を一 部 手 に 取 る

と， あ る文 を指 して こ う尋 ね た 。

「これ は … …d

私 は， ア ポ部 長 が そ の 言 葉 を 言 い 終

わ ら な い う ち に， 自分 の心 の 中 で ち ゃ

ん と最 後 ま で言 っ て い た の で あ る 。

「コ レハ ナ ンデ ス カ」 と
。26年 も経 っ

て か ら， しか も 日本 に 来 て まだ 一 晩 に

しか な らな い とい うの に， 「コ レハ ナ

ン デ ス カ」 とい っ一 文 が ， 私 の 心 の 中

に 戻 っ て き た の で あ る。

私 は ，26年 間 そ の 言 葉 を使 っ た こ

とが なか っ た 。 二 度 と使 う こ とは あ る



まいと思 っていた。 しかし忘れ去 って

はいなかったのである。

私は日本に10日 間滞在し，福岡で旅

程を終えた。福岡を出発する朝，私た

ちは渡辺兄弟姉妹 と一緒に車で飛行場

へ 向かった。私は，渡辺家族の子供た

ちと一緒に後ろの座席に座って，長い

間忘れていた日本語 を練習していた。

子供たちは，喜んで私 に新 しい 日本語

を教えて くれた。

その時私 は，26年 前に覚 えたか わ

いい歌を思い出 したので，子供 たちに

歌って聞かせた。

モモタロウサン モモタロウサン

オコシニツケタ キビダンゴ

ヒトツ ワタシニ クダサイナ

私の歌を聞いて，(タ バナクル聖歌

隊指揮者の)オ ットリー兄弟が居ても

立 って もいられない気持ちになってい

るのではないか と思 う。

渡辺姉妹 も 「私 もその歌を知ってい

ます」 と言った。そこで，私たちは一

緒に声 をそろえて，子供たちに歌 って

聞かせた。それから渡辺姉妹は，その

歌詞の意味を説明して くれた。そして

その説明を聞いているうちに，私 自身

もその意味を思い出していた。

これは，子供に恵まれない日本人老

夫婦の物語である。子供が欲 しい と願

っている と，ある日，大きな桃が流れ

て来て， その中がら男の子が生 まれ，

その子に桃太郎 と名付ける。そしてそ

の桃太郎が，恐ろしい鬼の手か ら人々

を救 い出す英雄談 と話が続 くのであ

る。

私はその歌 を26年 もの間覚 えていた

わけであるが，私 自身， 自分が覚えて

いようとは夢に も思わなか った。その

歌 を.自分の子供 たちに歌って聞かせた
こともなか ったし，その話 をしてあげ

たこともなかった。26年 とい う歳月の

中で，他の事 に心 を奪 われ，その話の
ことはすっか りかなたへ退け去ってし

まっていたのである。

私は，その経験が極めて重要なもの

であると思ったし， また最終的には，

良い もので忘れ去 られるものは何 もな

い とい うこ とも認識 した。 ひ とたび

日本語 を話 している人々の中へ戻 ると，

自分 が以前記憶 していた ものが皆戻

って来たのである。 しか も，極めて速

やかに戻 って来たのである。そしてそ

れか らは，私の語彙を増やすことは，

以 前よりはるかに容易になった。

無論私は，こうした経験ができたか

らといって， 自分が鋭敏な頭脳の持ち

主であるとか記憶力が抜群 だなどと申

∫

し上げる気持ちは毛頭ない。だれにで

も当てはまる人生の原則の一端 を紹介

したまでである。この原則は，私の兄

弟である長老見込み会員の皆 さんにも，

また同様の立場にいる他の人々にも当

てはまる原則なのである。

霊的な真理が語 られている環境へ戻

って くるならば，皆さんがもう忘れて

いると思 っていたことが，心の中に，

洪水のようにどっ と押 し寄せ てくるこ

とであろう。長い年月にわたって活動

停止状態にいたためにはるかかなたへ

追 いや られていたもの も，再び現われ

て くるであろう。また，それを理解す

る力 もよみがえるであろう。

御存知のように， 「よみがえる」 と

い う言葉は，聖典 で度々用いられてい

る。

もし人生の進路を再び聖徒たちの中

に向けるならば，程な くして，霊感あ

ふれ る言葉 を再 度理解 す るようにな

るであろう。そ して，皆さんが想像す

るよ りもはるかに速やかに，今 まで道

をそれたことがなかったかのように感

じて くるであろう。このことを理解す

ることが，皆 さんに とってどれほど大

切か， よく考えていただきたい。

私がニューイングラン ド伝道部の伝

道部長であった時，ある宣教師大会に

出席 した。私たちが，若い長老たちの

待っている部屋へ入って行 くと，ひと

りの長身の老人が後方の席に座 ってい

るのが 目に入った。

その老人は私に， 「私はほんの数 日

前にバプテスマ を受けました。私は74

歳ですが，やっとのことで福音を見い

だしたのです」 と言ってきた。

そして，訴えるような声で，その集

会に出席して よいか尋ねた。 「ここに

いて勉強したいだけなんです。一番後

ろの列に座っています。じゃまはしま

せ んからd

それから彼は，涙を流さんばか りに，

自分が落胆 していることを話 して くれ

た。 「どうして今の今 まで，福音を見

いだせなかったのか。私の人生はもう

終わ りです。子供たちは皆，大 きくな

って私の手 を離れています し，私は も

う，福音の勉強をす るには年 を取 り過

ぎていますd

再三再四起きる偉大な奇跡のひ とつ

は，教会に入る人々(あ るいは，教会

に再び入って来る人々)が ， 日々変わ

り，成長す ることである。このことを

彼に話す機会 を得たことは何 とも大 き

な喜びであった。世 にある人，世のも

の となっている人々を宣教師たちが捜

し出す。す ると彼 らは世 にあっても，

世のものではなくなるのである。極め

て速やかに，思想の面で も，感情の面

で も，行動 の面 で も， まるで生涯，

教会員 でいたかの よ うにな るのであ

る。
これが， この業に伴 う偉大な奇跡の

ひ とつである。主は償 いと祝福の道を

備 えてお られる。主 の伝達の過程は

決 して冗漫 なものではないし， 日本語

や英語に限られたものでもない。

神聖な変化 というものがあ り，これ

を通 じて，純粋な英知が私たちの心の

中に運び込まれる。そして，他の方法

で学ぶには随分時間がかかるようなこ

とでも，瞬時に知 ることができるよう

になる。主は，霊感あふれる言葉 を私

たちの心に吹 き込まれる。しか も，私

たちが謙遜 で，道を求めている場合は

なお さらである。

私たちは世界中の教会 を訪問旅行 し，

ステー キ部長や教会の指導者にいつも

会 うが，そのたびに，彼らが福音 を完

壁なまでに把握 し，教会の諸手続きと

諸原則に精通 していることを知って喜

び を覚 える。また，そのような人々に

も不活発であった時期のあることを知

って驚 く、ことがよくある。時には随分

長い間不活発であった入もいるし，ま

た，つい最近教会に加入したばか りの

人もいることを知 り，驚 くばか りであ

る。

そうした過 ぎ去 った歳月を，私たち

はむだな時間 と考 えがちだが，多くの

教訓に恵まれる時間で もあるし，時に

は，非常に得難い教訓を得 ることもあ

る。だが，そうして得た教訓 も，霊的

な生活 とい う光で照らしてこそ，初め

て意味を持つ ものなのである。

皆さんは， 「ぶどう園の労働者のた

とえ話」を読んだことがないか も知れ

ない。そのたとえ話の中から引用 して

みたい と思 う。
「天国は，ある家の主人が， 自分の

ぶ どう園に労働者を雇 うために，夜が

明けると同時に，出かけて行 くような

ものである。

彼は労働者たちと，一 日一デナ リの

約束をして，彼 らをぶどう園に送った。

それか ら九時ごろに出て行 って，他

の人々が市場 で何 もせずに立 っている

のを見た。

そ して， その人たちに言った， 『あ

なたがたも，ぶ どう園に行 きなさい。

相当な賃銀を払 うから』。

そこで，彼 らは出かけて行った。主

人はまた，十二時ごろと三時ごろとに
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出 て行 っ て ， 同 じよ うに し た。

五 時 ご ろ ま た 出 て 行 く と， ま だ 立 っ

て い る人 々 を 見 た の で， 彼 ら に 言 っ た。

『なぜ
， 何 も しな い で， 一 日中 こ こに

立 っ て い た のか 』。

彼 らが 『だ れ もわ た し た ち を雇 って

くれ ませ ん か ら』 と答 え たの で， そ の

人 々 に 言 っ た， 『あ な た が た も， ぶ ど

う園 に行 き な さい 』。

さて ， 夕方 に な っ て ， ぶ ど う園 の 主

入 は 管 理 人 に 言 っ た， 『労 働 者 た ち を

呼 び な さ い 。 そ して ， 最 後 に きた 人 々

か ら は じめ て 順 々 に最 初 に きた 人 々 に

わ た る よ うに ， 賃 銀 を払 っ てや りな さ

い 。』

そこで，五時ごろに雇われた人々が

きて，それぞれ一デナリずつもらったd

(マタイ20：1-9)
一デナ リという賃金は，すべての労

働者にとって十分な報酬である。朝早

くか ら始めた人々にも， また遅 く来た

人々にも，同様に支払われることを主

に感謝す る。 日の光栄の王国では，場

所が足 りないということはない。すべ

ての人のために場所が用意されている

のである。

この世で，私たちは絶 えず競争心 を

あお り立て られるような状況に直面 し

ている。勝者になろうとして，互いに

敵意をむき出しにしてぶつか り合 う。

そのうち，私たちは，勝者がいれば必

ず敗者もいるもの と信 じ込むようにな

る。しか し，そう信 じたら道を誤 まる。

主の目か ら見れば，私たちはひとり

残 らず勝者になることができる。しか

し，勝者 となるために一生懸命努力 し

なければならないことは事実である。

主のみ業の中で競争があるとすれば，

それは他人との闘いではなく，過去の

自分 との闘いなのである。

それはたやすいことではない。私は，

見かけだけの変化のことを言っている
のではない。内部か ら変わることを言

っているのである。・それは，たやすい

ことではない。しか し，できないこと

ではない。す ぐにでもできることなの

である。

先に引用 したたとえ話にはまだ続 き

がある。たとえ話の後半の部分は，恐

らく，現在教会で活発に働いている私

たちのことを指 しているのであろう。

1，2節 ，前に戻ってか ら，後半の部

分を読んでみよう。
「さセ，夕方になって.ぶ どう園の

主人は管理人に言った， 『労働者たち

を呼びなさい。そして，最後にきた人

人か らはじめて順々に最初にきた人々

288

に わ た る よ うに ， 賃 銀 を払 っ てや りな

さ い』。

そ こ で ， 五 時 ご ろ に雇 わ れ た 人 々 が

き て， そ れ ぞ れ 一 デ ナ リず つ も ら っ た 。

とこ ろが ， 最 初 の 人 々 が き て， も っ

と 多 くも ら え る だ ろ う と思 っ て い た の

に ， 彼 ら も一 デ ナ リず つ も ら っ た だ け

で あ っ た 。

も ら っ た と き， 家 の 主 人 に む か っ て

不 平 を も ら して ，

言 っ た， 『この 最 後 ◎者 た ち は 一 時

間 しか 働 か な か っ た の に ， あ な た は一

日 じ ゅ う， 労 苦 と暑 さ を幸 抱 した わ た

し た ち と同 じ扱 い をな さ い ま した 』。

、そ こ で 彼 は その ひ と りに 答 え て 言 っ

た ， 『友 よ， わ た しは あ な た に 対 して

不 正 を して は い な い 。 あ な た は わ た し

と一 デ ナ リの 約 束 を し た で は な いか 。

自分 の賃 銀 を も ら って 行 きな さ い 。

わ た し は， この 最 後 の 者 に もあ な た と

同 様 に 払 っ て や りた いの だ 。

自分 の 物 を 自分 が し た い よ うに す る

の は ， 当 りま え で は な いか 。 それ と も

わ た しが 気 前 よ くして い る の で ， ね た

ま し く思 うの か 』。

こ の よ うに ， あ との 者 は 先 に な り，

先 の 者 は あ とに な るで あ ろ うd(マ タ

イ20：8-16)

皆 さ ん 方 長 老 見 込 み 会 員 の 兄 弟 た ち

に は ， 私 た ちが 皆 さん の た め に い か に

一 生 懸 命 に 働 い て い るか を知 っ て い た

だ け た ら と思 う。 皆 さ ん が;神 の 王 国

で あ る教 会 へ 戻 り， 再 び霊 感 あふ れ る

言 葉 を語 る こ とが で き る よ う， 私 た ち

は どれ ほ ど切 に祈 っ て い る こ とか 。 そ

う し た 空 白の 期 間 が2年 で あ ろ う と26

年 で あ ろ う と， 生 涯 に わ た る もの で あ

ろ う と， 変 わ りは な い 。再 び 繰 り返 そ

う。 皆 さん は， す ぐに で も， 今 まで 道

を そ れ た こ とが なか っ た か の よ うに 活

動 で き るの で あ る。

ま た 皆 さ ん は ， も うひ とつ の こ とを

思 い 出 す こ とで あ ろ う。 私 た ち は 啓 示

に よ り， この 世 に 生 を受 け る前 に も生

き て い た こ と を知 っ て い る。 私 た ち は

こ の世 に 生 まれ る前 に得 た 経 験 に 頼 る

こ と もで き る の で あ る 。

私 た ちは 神 の 子 供 で あ る。 私 た ち は

こ の世 に 生 まれ る前 に ， 神 と共 に 住 ん

で い た 。 私 た ちは ， 肉体 を受 け， 試 さ

れ る た め に， 神 の み 前 か ら来 た の で あ

る 。

そ の 中 に は ， 既 に 道 を それ て ， 神 の

影 響 か ら は るか に離 れ て し ま って い る

人 々 も い る 。 そ して， 神 の こ とは 忘 れ

て し ま っ た もの と思 い 込 ん で い る。 時

に は ， 神 の方 で も 自分 の こ と を忘 れ て

しまっているのだろうと思い込む こと

さえある。

しか し，私が26年 間忘れていた片言

の 日本語を思い出したように，皆さん

が子供の頃に学んだ正義の原則は，皆

さんから離れずにいる。

そして また，神のみ前で学んできた

ものの中には，霊感あふれる言葉がさ

さやかれた瞬間によみがえって来るも

の もあるであろう。その時には，昔 壊

か しいものを学んでいるごとに気付 き，

感動 を覚えるのである。

自分の生活にそのような変化 を生じ

させ ることに，最初の うちはためらい

があるか も知 れない。 しかし，す ぐに

そのため らいは消 え，間もな く神の王

国であるこの教会にいることに，何の

違和感 も覚 えるこ となく，解 け込むこ

とができるであろ う。 さらに皆 さんは，

教会でどれほ ど必要 とされているかを

知 り， また皆さんの体験談が，他の人

々を救 う上 でどれほど力強いものとな

るか を知 ることであろう。

私の兄弟である長老見込み会員の方

々に，そ して同 じような立場にある方

々に証 申し上げる。イエス ・キ リス ト

の福音は真実である。そして，数知れ

ぬ人々が，神権 ホームティーチャーや

扶助協会の姉妹，監督や ステーキ部長，

定貝会指導者が，皆，神の霊感を受け

た声で呼びかけている。このように，

教会の指導者 として召されている人々

の声は，ちょうどダビデが，わがまま

な息子アブサロムに 「わが子 よ，帰っ

て来て くれ」 と叫んだように，皆さん

に向かって呼びかけているのである。

願わ くは，父親であ りながら，家庭

の中に霊感による導 きを取 り入れてい 『

ない人々が，長い間の荒野の生活を終

えて再 び戻 り，そして霊感あふれる言

葉 を語ることができるように。また，

私が証申し上げたように，神が生 きて

お られることを知っていると証するこ

とが可能 となるように。イエス ・キ リ

ス トのみ名により祈 るものである。ア
ー メン。

☆ ☆
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メ ル ケ ゼ デ ク神 権MIA

豪 の･大 会 へ の 御 案 内
､

感動の日本地域総大会から早や2年,神 購 築江事 寳間鍍いこの夏疑融兜ちは富士山麓
兜夏あ尭会ユを開で㌧全国にいらっしゃるメルケゼデ弗神欄 騰漁霧翻 趨鱒嫌誌 ともに。

慧継 毘購 繍 繋嬰 憲 鯵藻雑審 箋亡灘 髪美盲錨
で髄 主を諜 し･主から賜わρ繍 聯 を擬 雛 お互いの郵 鵜 饗 鱒 めて
い き･た い 占願 っ で い ま ち･ .㌧ 。 。 鮎,

喫讐 驚 欝 御季加τ∵ぞll∵型蹴 ㌦
国1〔露 黛 ∴:･･誓

､。 メ 濾 灘 叢 圃､… 泥 会

∴膨㌻想｢
,1篇鶏曝 謬

鶏･項 。 一･∵

含繋 霧鱒 鑛購雛訓
期 日:⑲77年8月9,10,11日.(2泊3日 〉

会 場 二康梨県富士吉 田剣丸尾

富士 急ハ イラン ド･ホ ステル他

参加 資格 まメルケゼ デ ク神権MrA対 象 者(教 会 貝以

外の方 も大歓迎!と 担 当指導者 ㌦

参 加 費:1人8,500円(宿 泊費,食 費,大 会運営 費に

当て られ ます。交通 費は入ってい ませ ん)

参加方法:｢夏 の大会｣参 加 申込 用紙に御 記入の上,
一通 を実行委員会宛郵 送 して下 さい。

支払方法:参 加費は｢MIA参 拠費｣と 明記 し,監 督
'会/支 部長会へ通鷲嫡鞭金方法と同 じよう

挿 勘 下さい･㌧ 残 ∴ ,
メ ㌧･ ､･ド 罫轡 り 悔

､胃 轟 譜 い･ご ㌔

』殉 彬 羅 盛 晒!♂

脂･午 後プ ェ･グ 司 ン 観 地集合)汐
方一爽歓会h･

､第 二 日目 蔑 旨L塾

早朝一聖典研究㍗早朝マラ～ぐン准罫

午前一屋外指動 暑》･イキンぢ 富士登凶ほか

午後マ午前め斜づ き,趣 轍の菱琉ほか
旨夕:方:

τ一キャンプ ファイヤー

第三 日目

午前 一講演会 と証会

午後 一チェ ック･ア ウ ト(現 地解散)

これ らは案 です 。皆様か らのア イデ ィア をお

待 ち してい ます 。

連絡場所:〒194東 京都町 田市原町 田6-24-11

末 日聖徒 イエス･キ リス ト教会､

鼠､･横 擁 スげ 一き 部亭 部 所内･

､弓 畢･0峨27物26樗7186

ノト ア ら
.へ｢園1

い め け さ ド バ ア

∴･ダ ギ 艶
む け 　バ リ ぜ

浅 夢 帥 叫 ㌧

讐諭 辮 簾繋1▽ ㌧ ∵ 睾.ご ∫ ゴ.
二 …ψ 蝕 渤 騨 賭 は嘱 ウ÷ド音匡/支部の監督会/支 部長会からお受取

'㌦ り 下 さ い
。

参加費8,500円 は献金用紙のその他の欄 に｢MIA参 加 費｣と 明記 し,

監督会/支 部長会へ通常の献金方法 と同 じようにお納め下 さい。

　

篭
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｢雨降って愛固まる露
畷

､

日本横浜ステーキ部 八王子支部

小俣 孝･志 津子

3年 前に裏磐梯で開かれたメルケゼデク神権MIA夏

の大会は,私 に とって忘 れることのできない大会 となり

ました。

教会員となって1年 ほどした頃,メ ルケゼデク神権M

IAの 大会が事磐梯で開かれることを知 りました。全国

か ら大勢の兄弟姉妹が集 まって くるとい うことです し,

前回の大会 も素晴らしいものだったとい うことなので,

私 も何 とか出席 したいと思っていました。私は商店勤め

をしていましたので,休 みが 自由には取れ ません。特に

7月 は忙 しい時期なので,休 ませてもらえるか どうか不

安でした。 ところが,理 由 を知 った店長が8月 の夏休み

を特別に大会のある日に変更して くれたのです。私は嬉

しさのあま り,会 社のカレンダーのその 日に丸印 をつけ

て,自 分で｢小 俣君休み｣と 大 きく書 き入れました5

天候にこそ恵まれませんでしたが,私 たち若い兄弟姉

妹 は,雨 にぬれてひ ときわ濃さを増 した緑に包まれなが

ら,人 生についてまた信仰や希望,そ して愛について語

り合いました。

今,こ うしてペ ンを走らせている私の傍 らには,素 晴

らしいひ とりの姉妹 と赤 ちゃんがいます。あの時,雨 に

けむる五色沼のほ とりを初めて会ったふた りが相々傘で

散歩しました。室蘭か ら参加｢したひとりの姉妹 と,そ れ

に私です。あれから3年,今 ではひとりの子供に恵まれ

て本当に幸せな生活を送っています。
｢雨降って愛固まる｣こ れは証会の会場に掲げられて

いた言葉です。私は神様の導 きに心から感謝すると共に,

私たちふたりを結びつけて くれたこの言葉 を,こ れか ら

も深 くかみしめなが ら生活 していきたいと思ってお りま

す。イエス･キ リス トのみ名によって証 します。アー メ

ン 。

00

(左段 は孝 兄弟,右 段 は志 津子 姉妹 の証)

私は,裏 磐梯で開かれたあのメルケゼデ ク神権MIA

の大会 を,決 して忘れることができません。と言いまし

ても,大 会に集 うことが決まるまではいろいろなことが

あ りました。

まず第一に,私 自身の心の中に,大 会に参加 したい と

い う気持があまりありませんでした。知 らない人たちの

間で3日 間 も起居を共にす ることなど,そ の頃の私には

考 えもつかないことだったからです。それに父が許 して

くれるか どうかわか り･ませんで した。また会社の給料 日

と大会の 日程が重なっていました。経理担当の私がいな

い と,社 員の人たちの給料が出せないのです。このよう

なわけですか ら,申 し込みはしたものの,大 会が近ブ く

につれて次第に憂 うつになって きました。

ちょうどその頃,前 回の大会に参加 した兄弟姉妹たち

の証集が私の手元に届 きました。何気な くその証集を手

に取って読んでいた私は,胸 が熱 くなってきました。こ

んな強い証 を持った兄弟姉妹 と会える。こんな強い信仰

を持った人たちと友達になれるのです。私 は証集を握 り

しめながら,ど んなことがあって も参加 しようと決心 し

ました。

そうなると早い もので,会 社では給料 日を繰 り上げて

くれ ましたし,父 も何 も言わずに許 して くれました。

私は心をはずませて大会に参加 しました。そして何人

かの人たちとお友達にな り,強 い証 を得て室蘭に帰 りま

した。大会か ら3年 たった今,私 のそばには大会で知 り

合 った兄弟 と,4月 に生 まれた息子の強がいます。もしも

私があの時に心 を開いて大会に参加 しようとしなかった

ら,今 の幸せはなかったことで しょう。

今年 も8月 初旬にメルケゼデ ク神権MIAの 大会が開

かれるということを聞き,3年 前のことを懐か しく思い

出してお ります。 この大会 を通 じて参加 される兄弟姉妹

の信 仰 と証が強め られ,さ らに愛が育 まれて,私 たち

と同 じ喜びを少 しでも多 くの方々が味わわれるようお祈

.り致 します。すべてイエス･キ リス トのみ名により,ア

ー メン。
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あ ん そく にち おぼ せい

｢安 息 日を覚 え詮 これ を聖 とせ よ･六

日の あ いだ働 いて あ な た のす べ て の

わ ざ をせ よ。七 日目は あな た の神,主 の安

息 で あ るか ら,な ん の わ ざ を も して は な ら

な い 。 … … 主 は 六 日の う ち に,天 と地 と海
つ く

と,そ の 中のす べ て の もの を造 って,七 日

目に休 まれ たか らで あ る。 それ で 主 は安 息､
しゅく ふく

日を祝福 して聖 とされ たd(出 エ ジプ ト20
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「鉄 柱 を

打 て!」

B・ ロ イ ド ・ボ ー ル マ ン

「 一のへんの鉄柱か らセメン トを全
一

部 打 ち落 と し て くれ 司 親 方 は そ

う言 っ て 大 ハ ンマ ー を私 に 手 渡 し，後

ろに 立 っ て 始 め るの を 見 て い た。 私 は

見 て くれ とば か りに両 足 を広 げ， ハ ン

マ ー を高 々 と振 り上 げ て ， 掘 り起 こ さ

れ た ガ ー ドレー ル に 酒 だ るの よ っに こ

び りつ い て い る セ メ ン トめ が け て ， は

っ し と打 ち下 ろ し た。

6回 … …7回 … …8回 と同 じ箇 所 に

続 け てハ ンマ ー を振 る っ た が ， 感 じる



13本 の足が くっついて， まるで歯 が欠けた櫛

のような長いガー ドレール を，私 は見つめな

お した。

の はハ ンマ ー の柄 に 返 っ て くる ズ シ ン

ズ シ ン とい う手 ごた え だ け だ っ た 。 打

ち下 ろ して も打 ち下 ろ して も， 固 い セ

メ ン トは か け ら も砕 け は しな か っ た 。

ハ ンマ ー を地 面 に下 ろ し て ひ と呼 吸 し
，

右 肩 を さ す って か ら ま たハ ン マ ー を振

り上 げ， 何 べ ん もや って み た が ， い っ

こ っに：壊 れ な い。

親 方 が いす わ って 見 て い る の で ば つ

が 悪 か った が ， ど う し て も割 れ な い 。

親 方 は 「何 か もっ と い いや つ ， 捜 して

くるか ら」 と言 っ て 道 具 置場 に 出 か け

て 行 っ た 。

その 朝 ， 足 首 ま で の 仕 事 靴 をは き，

ジー パ ン の後 ろの ポ ケ ッ トに 皮 手 袋 を

ぶ ら下 げ て仕 事 場 に着 い た時 は ， 前 の

2日 と同 じ よ うに こ の 日限 りで ク ビ に

な りは しな い か と心 配 だ っ た 。 お 払 い

箱 は い や だ っ た 。 あ と3ヵ 月す れ ば 伝

道 本部 に 行 か な け れ ば な らな い 。せ め

て初 め の 数 ヵ 月分 で も 自分 の 伝 道 資 金

を稼 ぎた か っ た 。

父 は ， 私 を伝 道 に 出す た め に は 家 族

で どん な 犠 牲 も惜 し ま な い と言 っ て く

れ た 。.父は その 犠 牲 が どん な もの か ，

よ くわ か って い た 。 兄 の ロ ンが 伝 道 に

出 た 時 に は ， パ ン に 塗 っ た マ ー ガ リ ン

を よ く伸 ば して か ら， そ の ほ とん ど を

こす り取 っ て マ ー ガ リン ケ ー ス に 戻 し

た の を覚 え て い る。 私 が ア ル バ イ トで

も ら っ た お 金 の 何 ドル か を ロ ンに 送 っ

て ほ しい と差 し 出 した 時 ， 父 は 心 か ら

感 謝 して くれ た 。

私 ぱ ，本 当 の 犠 牲 とは 家 族 み ん なが 喜

ん で 捧 げ る ものだ とい うこ とを知 って い

た 。それ に ，自分 が で き る だ け の こ と を

しな け れ ば いけ ない こ と もわか って いた。

私 は ハ ン マ ー の柄 を， 今 度 は もっ と

力 が 入 る よ うに 少 し下 の 方 を つ か ん で

し っ か り握 りしめ た 。 そ れ か ら何 回 も

セ メ ン トに 叩 きつ け た が ， だ ん だ ん 頭

に 血 が 上 っ て くるの が わ か っ た 。 これ

で もか ， こ れ で もか 。 な ん で割 れ な い

ん だ!

私 は 道 具 置 場 の 方 をに らみ なが ら「親

方 が 戻 る ま で に は ，何 とか しな け れ ば 」

とつ ぶ や い た。

月曜 の 朝 ， 伝 道 の ため に 大 学 を2，

3ヵ 月休 ん で 働 きた い と親 方 に 話 した

時 は ， 殊 勝 な や つ だ と思 っ て も ら え る

と思 っ た が ， 「時 間 の 浪 費 だ， な ん で

ま あ 」 と言 わ れ た だ け だ っ た 。 それ か

ら と い う もの ， 親 方 は 自分 の仕 事 もそ

っ ち の け で， 教 会 の悪 口 を言 っ た り，

思 うに 私 へ の い や が らせ の つ も りで，

露 骨 な こ と を言 っ た り した 。 しか し彼

は 親 方 で ， 私 の ク ビ に な る， な らな い

も彼 次 第 だ っ た 。

初 め て こ の仕 事 に あ りつ き，バ ー ト・

ゴ ッ ドフ リー と組 に な っ て 火 事 で 焼

け た 木 造 の 小 屋 をブ ロ ッ ク壁 に 直 した

時 は ， 今 よ りず っ と気 持 ち よ く働 け た 。

ゴ ッ ドフ リー さ ん は 一 見 無 骨 だ け れ ど

心 が 温 か で ，3回 経 験 し た伝 道 の2回

は建 築 宣 教 師 とい う こ とだ っ た 。 そ ん

な 彼 に ， 私 は 好 感 を抱 か ず に は い られ

な か っ た。

会 社 の 契 約 は10日 間 で ， ほ とん ど は

そ の 壁積 み だ っ たが ， バ ー トと私 は ，

頑 張 っ て1週 間 で終 わ らせ て し ま っ た 。

私 は経 験 もな い し， あ ま り上 手 で な か

っ た が ， 彼 は気 に しな い よ う で あ っ た 。

彼 は私 が 一 生 懸 命 だ とい う こ とを知 っ

て い た し， ど う して 頑 張 っ て い る の か ，

そ の 理 由 もわ か っ て い た 。 そ して 彼 は ，

もっ ぱ ら主 に 仕 え た 時 の話 を私 に して

くれ た 。

バ ー トは 本 当 の親 方 が 休 暇 中 で あ る

こ と を私 に話 さ なか っ た の で ， 週 明 け

の 月 曜 日に仕 事 に行 っ て み て 驚 い た 。

しか し とに か くそ の 時 ま で は， 作 戦 は

うま く行 っ て い た の だ 。 賃 金 は それ ま

で で最 高 の 仕 事 だ っ た の だ が ， 一 生 懸

命 働 い て お 金 以 上 の 仕 事 を して いれ ば

認 め て も ら え て， 親 方 は 私 を ク ビに な

ど で きな い だ ろ う と思 っ た の で あ る。

13本 の 足 が くっ つ い て ， ま る で 歯 が

欠 け た櫛 の よ うな長 い ガ ー ドレー ル を，

私 は 見 つ め な お した 。 昔 は 駐 車 場 の 車

が 周 囲 の建 物 に ぶ つ か らな い よ うに 守

っ て い た ガ ー ドレー ル 。 地 面 に 一 直 線

に3メ ー トル 間 隔 で13の 穴 を掘 っ て 鉄

柱 が 埋 め 込 まれ ，そ こに セ メ ン トが 流 し

込 まれ る 。 こ う して 固 定 さ れ た13の 鉄 『

柱 が ガー'ド レー ル で ひ とつ に つ な が っ

て い た。 そ れ が ，2台 の フ ォ孟 ク リフ

トで え い っ とば か り引 き抜 か れ ， 足 に

酒 だ るの よ うに セ メ ン トの 塊 を くっつ

け た ま ま車 道 に 置 か れ て い る の で あ る。

ア ス フ ァル トの 舗 道 の上 の 荒 い 砂 利

を ひ きず って 歩 い て くる靴 音 が ， 道 具 』

置 場 の 方 か ら聞 こえて きた の で，私 はハ

ン マ ー を振 りか ぶ っ て め っ た 打 ち した 。

額 に 汗 が に じん で い るの を感 じた 。「ほ

れ ， これ 使 っ て み なd親 方 は そ う言 っ

て も っ と重 いハ ンマ ー を くれ た 。 思 っ

た よ りもず っ と重 い 。

私 は 笑 顔 を作 っ て小 さ い方 の ハ ン マ

ー と交 換 した が
， 心 か らの 笑 顔 で な い

こ とは 彼 も感 じた だ ろ う と思 う。 親 方

は2，3分 私 を見 て い た が ， そ れ 以 上

'
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何 も言 わ ず に 組 立 て 設 備 の 改 造 を して

い る仲 間 の 方 を監 督 に行 っ た 。

「何 だ い
。 違 うの は.重 くて 持 ち 上

.げる の が 大 変 な こ と だ け だdハ ンマ ー

の 頭 を コチ コ チ の セ メ ン トに ぶつ け な

が ら， 私 は ぶ つ ぶ つ 文 句 を言 っ た 。 や

っ と， 小 さ なか け らが ひ とつ 飛 び 散 っ

た 。 そ れ か ら何 回 か 叩 い て い る う ちに

肩 が 痛 み だ した が ， そ れ で も セ メ ン ト

は そ っ く りそ の ま ま だ っ た 。

この 調 子 で は 仕 事 に3日 は か か る と

思 った 。 お昼 ま で に 何 とか な ら な い と，

き っ と ク ビ に な っ て ま た あ の職 安 に逆

戻 り。 列 を作 っ て職 捜 しだ と思 っ た 。

首 をつ な ぐの に ， は ら は ら し通 し の こ

の3日 間 だ っ た の だ 。

お まけ に 時 は1954年 ， ス トラ イ キ で

あ ぶ れ た大 勢 の 家 族 持 ち が ， ア ルバ イ

トや 職 を求 め て い た 。 数 少 な い仕 事 に

20歳 の 若 造 が ど う して 太 刀 打 ち で き る

もの か 。

そ れ か ら数 回懸 命 に 叩 い て み た が 無

駄 骨 だ っ た 。 も う限 界 だ 。 自分 な ん か

よ り力 も 強 く頭 も良 い や つ で な け れ ば

ど うに も な らな い仕 事 だ 。 これ が 引 き

際 だ と い う思 い が した 。

重 い ハ ン マ ー を地 面 に下 ろ して ， カ

ッカ とす るや り場 の な い気 持 を静 め よ

う と努 め て い る と， 主 に 話 して み た い ，

そ う し な け れ ば ， と感 じた 。 私 は ひ ざ

ま ず き もせ ず ， 目 もつ ぶ らず ， 声 を 出

し て 主 に 祈 り，.自分 の仕 事 を説 明 した 。

ざ っ くば らん で は あ った が ， 真 心 を こ

め て， 自分 は 黄 色 の ス ポー ツ カー な ど

を買 う ため に お 金 が 欲 し い と願 っ た こ

とは な い と言 っ た。 伝 道 に 召 され て そ

れ が み 旨 だ とい うこ とが わか り， 現 に

この 仕 事 も祈 りの 答 え と して 受 け た の

だ か ら続 け な け れ ば な らな い 。 ハ ンマ

ー 片 手 の 天 使 た ち を天 か ら送 っ て ほ し

い と は思 わ な いが ， 主 な ら私 を助 け て

下 さ る と よ くわか って い る と祈 っ た 。

祈 りが あ ん な に もす ぐに は っ き り と

答 え ら れ た の は ， 後 に も 先 に もあ の

時 だ け だ っ た 。 急 に 頭 が す っ き り と冴

え て 元 気 が 出， 胸 が ドキ ドキ し始 め た 。

後 で 考 え る と， 何 で も な い こ とだ っ た

と思 う。 頭 の 良 い 人や 経 験 の あ る人 な

ら もっ と早 くわ か っ て い た の だ ろ うが ，

私 に とっ て は祈 りの 答 え と して初 め て

それ が わ か っ た の だ 。

「セ メ ン トを打 つ か わ りに 鉄 柱 を打

てdそ う， しき りに促 す 声 が し た。

な ぜ か は っ き り とわ か らな い ま で も，

私 は ハ ン マ ー を振 り上 げ て， セ メ ン ト

の す ぐ横 の 鉄 柱 に5，6回 叩 きつ け た 。

セ メ ン トの 塊 が 大 きな か け ら とな っ て

落 ち た と き， 鉄 柱 を ガ ン ガ ン 叩 い た の

が 強 い振 動 に な っ て 全 体 に伝 わ っ た こ

とが 初 め て わ か っ た 。

ハ ンマ ー の 重 み もす ぐに忘 れ た。 新

しい 力 が 湧 い て きて ， 私 は鉄 柱 を2回 ，

3回 と続 け ざ ま に 叩 き， そ れ か ら次 の

鉄 柱 に移 っ た 。 我 な が ら驚 くよ うに鉄

柱 が ビ ン ビ ン うな り， セ メ ン トが 崩 れ

て行 つ た 。

そ れ か ら2時 間 も経 た な い う ち に13

本 の 鉄 柱 全 部 か らセ メ ン トが きれ い に

取 れ ， 割 れ た セ メ ン トが 山 と積 まれ た 。
「
私 は 大 ハ ン マ ー を肩 に か つ ぎ， 心 の 中

で感 謝 の祈 りをつ ぶや き な が ら， 親 方

を捜 し に行 っ た。

「ガー ドレー ル を車 道 か ら どか す の

に ， だ れ か 手 を貸 して 欲 しい ん です がd

私 は 躍 る心 を努 め て 抑 え な が ら言 っ た。

親 方 は私 が さ じを 投 げ た と思 って ， つ

い て 来 い とい う し ぐさ を して 先 に 立 っ

て 駐 車 場 の 方 に 歩 き出 し た 。

建 物 の角 を 曲が る と， 親 方 は ガ ー ド

レ ー ル とセ メ ン トの 山 を見 つ け て ， ぎ

く っ と立 ち 止 ま っ た 。 そ して 目 を大 き

く見 開 き， ぱ ち ぱ ち させ た 。 あ ごが 心

も ちか くん と開 い た 。 親 方 は そ の 場 に

立 ち尽 く し た ま ま， ガ ー ドレ ー ル を見

て は ， 次 に セ メ ン トを見 た 。や や あ っ

て か ら， また 私 に つ い て 来 い とい う身

振 りを して 言 っ た 。「こ っ ちへ 来 い 。 別

の 仕 事 だd

そ の こ とに つ い て は 何 も言 わ れ なか

っ た が ， 翌 朝 仕 事 場 に つ く と親 方 が こ

う言 っ た 。 「ロ イ ド， 好 き な だ け 仕 事

に 来 て い い そd

私 は ， 伝 道 本 部 に 行 くま で3ヵ 月近

くそ こ で働 い た。 親 方 は ， そ れ か ら後

も10日 間 また 仕 事 を くれ て， そ の 後 私

は 同 僚 た ち と一 緒 に伝 道 に 出 発 し た。

あ の 思 い 出 深 い朝 以 来 ， 親 方 は 私 の 前

で は 教 会 の こ とや 伝 道 に 行 くこ とをけ

な す よ うな 言 葉 は一 度 も 口 に しな か っ

た 。

主 は あ の 日か ら これ ま で に何 度 も，

私 が 別 の 問 題 に遭 遇 し た時 ， 「セ メ ン

トで は な く鉄 柱 を 打 つ 」 よ うに 思 い 出

させ て 下 さ っ た。1954年11月 の 下 旬 に

伝 道 に 出 発 し た時 ， 私 は 自分 が 主 に よ

っ て 召 さ れ て い る こ と を は っ き り と知

っ た 。 主 が 自分 の祈 りを聞 い て お られ

る こ と， そ して 主 は 私 達 に， 戒 め を与

え る 時 に は 必 ず そ の 方 法 も備 え て下

さ る こ と を ， 自 分 自 身 で 知 っ た の で

あ る。
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「永世 にわたる

記録 」

スベ ンサー ・W・ キ ンボール大管長

モ ーセガ㍉ 旧約聖書の初めの五書に世 界の歴史を記さな
かった としたら，私たちは どっなっていただろっか。

十分な経験 と意志 を備 え， しか も資料や記録に恵まれてい

たモーセは，聖書の初めの五書を著わ し，私 たちを永遠に

祝福するという功績 を果たしたのである。

アブラハムが人生の記録をつづ り，世界史のあの大切な

部分を書 き残 し， 自分が受けた啓示や考 え，気持，豊かな

経験を記 して くれたことは，私たちにとって どんなにあ り

がたいことだろうか。

主イエス ・キリス ト御 自身も，ニーファイ人とレーマン

人に対 して記録 をつけることの大切 さを強調 してお られる。
「………『われは汝らがいまだ持たざる別の聖文を書 くこ

とを汝らに望む』老 仰せになって，ニーファイに向い 『汝

らの造 りし記録 をもち来 りて見せ よ』と命 じた もうた。

そこでニーファイがいろいろの記録をもってきてイエス

の御前に置 くと，イエスはこれを見てその弟子たちにたず

ねたもうた。
『われまことに汝 らに告 ぐ，われはレーマン人なるわが

僕サムエルに命令を与 えたり。その命令は，御父われによ

りてその御名の栄光 を示 したもう日に多 くの聖徒死者の中

よりよみがえ『りて 多くの人々に現われ， これに導きと恵み

を与 うと言うことを，この民に予言 してその証 をなせ と言

うことな り。されど如何に，その予言は事実 とな りしにあ

らずや』 と。

そこで弟子たちは答えて 『主よ，サムエルは今主が仰せ

にな りたる通 り予言 して，その予言はすでにみな事実にな

れ り』 と申し上げた。

するとイエスはまた問うて 『さらば，多 くの聖徒 よみが

えりて多くの人々に現われ，これに導 きと恵みを与 えしこ

とを書か ざるは何故か』 と仰せになった。

そこで二一ファイはまだこれを書 き記していないことを

思 い起 した。そしてイエスが このことも書きしるしておけ

と言いたもうたのでイエスの言葉のように記録 をしたd(III

こニーファイ23：6-13)

穏やかで優 しい言葉だが，これは叱責である。私たちは

新 しい出来事 を常に記録するよう命 じられているが，私は

この叱責が私に向け られだ ものでないことに安堵の気持 を

覚 えている。

リーハイの家族がアメリカ大陸に着いてか らす ぐに，息

子のニーファイがこのよっに言っている。
「……… まことに神の恵み と神の奥義 とを深 く知ってい

るから，私は今一生の中にしたことを記録す る。

さて私は今書 く記録が真実であるこ とを知 っていて，こ

れを自分の手で書 き， 自分の知っていることに従って書 く

のであるd(1ニ ーファイ1：1，3)

この優れた記録には，民の動向だけでな く，ニーファイ

個人の生活上の出来事 も含 まれている。

ここで留意 しなければな らないのは，近代の予言者ジョ

セブ ・ス ミスが福音回復の次第に加 えて，自分の個 人的な

経験 も詳細に書 き残 したその大変な努力を，私たちは忘れ

てはならないし，おろそかにして もいけないとい うことで

ある。ジョセブ自身に関す る詳細な記録がなかったとした

ら，私 たちの間に どんなに大 きな混乱が起 きていたこ とで

あろう。

私 たちが自分の祖父母の 日記を見つけて，その苦労や喜

びか ら彼 らをしのび，先祖の経験や信仰や勇気か ら多 くの

教訓 を得ることができるということは実に大 きな祝福である。

そこで，教会の若人にお勧めす る。きょうから， 自分の

生活に起 きる重要な出来事 を，万一両親が先祖のそうした

出来事について記録 していなければそれも含めて，すべて

記録 していただきたい。個人の日記には， どの ように問題

に立ち向かったかを記録するとよい。子孫に とってこg)よ
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うな経験 は無意味だ など と考 えないでいただきたい。働

いた経験，人々 とのつ きあい， これをして良かった，あれ

をして悪かったというの も良いと思 う。ロイヤル・バンク・

オブ ・カナダ月報に， このような記事があった。 「ある有

名な蔵書家は，ぼう大な数の蔵書を 『伝記』 と 『その他』

のふたつに分類 したd

あらゆる人にはそれぞれの持 ち味があるはずである。困

難を克服し，闘いなが ら成功 を勝ち取 った人の伝記 を読ん

で，何 も学び取 ることのできない人がいるだろうか。こう

した記録は人間の進歩の道標である。

偉人の伝記を読む と，彼らが一夜に して有名になった り，

生 まれついての玄人や優秀な職入であったわけではないこ

とがわか る。彼 らが偉人となるまでの経過 をつづ った話は，

私たちすべてにとって有益な ものとなることであろう。

あなた方の 日記 もすべて，昔 も今 も変わらない問題 と，

それに どう対処 したかを子孫に伝えるものとなるのである。

日記には，格好 よく飾 りたてた架空の完壁 な姿ではなく

ありのままの自分 を書きなさい。良い所を極彩色にして，

悪い所を削除したいと思 う気持 ちはだれにでもある。また

逆に，悪い所 を強調 して しまう危険性 もある。私個人は，

自分のことでも他人のことでも，生活の醜い面をせんさく

する人をあまり尊敬できない。あ くまでも，真理 を語 るべ

きであって，否定的なことを強調すべ きではない。霊 的な

経験 に満 ちた長 い人生 も， ひ とつの醜悪な話で台無 しに

なってしまうことがある。 人生 の大半 を分別 を持 って過

ごしてきた人のひ とつのいまわ しい現実になぜ執着するの

であろうか。
'良 い伝記作家は

，感情に頼 らず，良識に頼 る。的はずれ

なことははき捨 てて，もっともなこと，斬新なこと，興味

あることを捜す ものである。 「プル ターク英雄伝」 を読む

と得るところがある。プル ター クは この中 で46人 の著名

駕 ，'y

なギ リシャ人 とローマ人をそれぞれ対比させなが ら伝記を

書いているが，細部にはこだわらず，際立った部分だけを取

り上げて書いている点は，注目に値する。

あなたの 日記はあなたの伝記である。従って丁寧に記録

しなさい。あなたという人間はひとりしかいない。従って

ほかのいかなる人の人生の記録より， もっと貴重で素晴ら

しいあなたなりの経験や出来事が書けるはずである。あちら

こちらに才気にたけた言葉や信仰の話があるだろう。あな

たは正直に，人の目か ら見た自分ではない本当の 自分 を記

録 しなさい。まだ記憶が新鮮で詳 しいことを覚 えているう

ちに 日記に書きとめなさい。

日記 を書 くということは，す ぐれた特質を具えた個人個

人が 自分の文学 を作 り上げることである。従ってだれもが

つつましい生活の中で も立派な人間になることができるの

である。

苦難を乗 り越えたこと，挫折か ら立ち直ったこと，八方

ふ さが りの中で も進歩を続けたこと， 目的 を完遂 した喜び

これらを記 した一生の記録 を残すこと以上に，子供や孫の

ために してあげられ ることがあるだろうか。

書 くことの中には 日常のへんてつ もない出来事や有様 も

あろうが，将来子供たちが引用して語 るような味わいある

文章 もあって然るべ きである。

教会の若人に申し上げる。日記帳を用意 して生涯の記録

を書 き留めていただきたい。天使たちはあなたの永遠にわ

たってその記録か ら引用す ることもあ り得るのである。 き

ょうか ら始めて，生活のあれこれや心に深 く考えているこ

と，達成 したことや成功，失敗，交際および印象に残った

こと，そして自分の証 を，そこにつづ りなさい。救い主が，

大切な出来事 を記録 しなかった人をとがめ られたことを，

忘れてはならない。
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灘蟹 騨騨 難s一

主惣 鯵擁郭鴨撫 藤欝 夏難}ま，
汝 らす で に よ く知 れ り'。す な わ ち， 汝 らが 見 た る わ が行 い

を汝 ら もせ よ。 こ れ らの こ とは 汝 ら も行 うべ き こ とな れ ば

な りd(IIIニ ー フ ァ'イ27：21)

キ リス トは 私 た ち の ため に模 範 を示 され た 。 私 た ち は ，

一 生 懸 命 に この 模 範 に 従 お う と して い る
。 私 た ち は キ リス

トに比 べ て ま こ とに 弱 い者 で は あ る が ， そ の模 範 を見 習 う

べ きで あ る。 主 は ， 「道 で あ り， 真 理 で あ り， 命 」(ヨ ハ

ネ14：6)で あ るか らで あ る。

イ エ ス ・キ リス トが 人 々 に 教 え を説 い て お られ た 時 に示

さ れ た模 範 に従 うな らば ， 教 師 た ちの 得 る とこ ろ ま こ とに

大 で あ る。 私 た ち が 説 い て い る の は ， 主 の 教 え で あ る 。 そ

れ 故 私 た ち は， 自分 自身 に 栄 光 を帰 す べ き で は な い し， 自

分 へ の 追 従 者 を求 め る よ う な こ と もす べ き で は な い 。 私 た

ち は ， キ リス トに 従 う人 々 を養 成 す る仕 事 に携 わ っ て い る

の で あ る。 バ プ テ ス マ の ヨハ ネ は ， この 原 則 をは っ き りと

教 え た。 彼 は 自分 と救 い 主 との 関 係 を次 の よ うに 言 っ て い

る。

「彼 は 必 ず 栄 え
， わ た しは 衰 え るd(ヨ ハ ネ3：30)

教 師 は， 基 本 的 な 教 え を述 べ る 間 は ， 生 徒 を 自分 の と こ

ろ に 引 きつ け て お い て も よい 。 しか し， そ の教 え の 本 質 や

教 師 の模 範 は ， 生 徒 の 心 を キ リス トに 向 け させ る もの で な

くて は な ら な い 。 バ プ テ ス マ の ヨハ ネ が 人 々 に 向 か っ て 悔

い改 め を叫 ん だ の は ， 救 い 主 の み 業 の 道 を備 え る た め で あ

っ た 。 この 悔 い改 め の 呼 び か け に は ， す べ て の 人が 救 い 主

を仰 ぎ見 て ， 真 理 と救 い の 道 に 導 い て い た だ くの で あ る と

い う， 独 特 の 教 え が 含 ま れ て い る 。 同 様 に教 師 も， 生徒 が

主 の も とに きて ， 主 と個 々 に 有 意 義 な関 係 を打 ち立 て る た

め の備 え が で き る よ うに す る責 任 が 与 え られ て い る の で あ

る 。
お へれ洋躍 羅 薫に見る教師の模範
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「自分 た ち の光 を輝 か せ よ」

私 た ち は道 を照 らす 者 とな らな け れ ば な らな い。

イ エ ス は言 わ れ た 。 「わ れ は 汝 ら を この 民 の 光 とな す 。

故 に ， こ の 民 が 汝 らの 善 き行 い を見 て 天 に ま し ます 汝 ら

の 父 を崇 む る に 至 る よ う， 汝 らは こ の 民 の前 に 自分 た ち の

光 を輝 か せ よd(IIIニ ー フ ァ イ12：14，16)

私 た ち の仕 事 が 主 の み 業 とな る 時， そ して そ の 仕 事 が 主

の 光 で 照 ら し 出 さ れ る 時 ， 生 徒 の 心 は主 に 向 け られ ， 天

父 に 向 け られ る よ うに な る 。

「され ば
， 汝 らの光 が 輝 きて 世 の 中 を 照 らす た め に ， 汝

らの光 を高 くか か げ よ。 汝 らが 高 くか か ぐる光 とは ， す な

わ ち わ れ な り。 と り も な お さず 汝 らが 見 るわ が 行 い な りd

(IIIニ ー フ ァ イ18：24)

効 果 的 に 生 徒 を教 え る た め に は， 彼 ら を導 く光 を まず 私

た ちの 中 に 輝 か さな け れ ば な らな い 。 私 た ちが 従 順 の 模 範

と な ら な け れ ば な ら な い の で あ る。 こ れ こ そ， 教 え る職 に

召 さ れ て い る 入 々 が 行 な う準 備 の 中 で， 必 要 欠 くべ か ら ざ

る要 素 で あ る 。(こ の特 集 の 最 初 の 記 事 「教 授 と学 習 の 関

係 」 を 表 わ した 図 〔「聖 徒 の 道 」1977年4月 号p.240〕 を参

照)

キ リス トの模 範 は， 私 た ち が 従 っ て 然 るべ き模 範 で あ る。

主 は， 御 自分 か ら進 ん で な さ ら なか っ た よ うな こ とは， 決

し て私 た ち に 求 め られ な い 。

主 は 次 の よ う に は っ き り と教 え られ た。

「子 は 父 の な さ る こ と を見 て す る 以 外 に、 自分 か らは 何

事 もす る こ とが で きな い 。 父 の な さ る こ とで あ れ ばす べ て，

子 もそ の とお りにす るの で あ るd(ヨ ハ ネ5：19)

更 に 言 わ れ た。 「わ た しは ， 自分 か ら は何 事 もす る こ と

が で き な い 。 た だ 聞 くま まに さ ば くの で あ る。 そ して ， わ

た しの こ の さば きは 正 しい 。 そ れ は ， わ た し 自身 の考 え で

す るの で は な く， わ た し をつ か わ され た か た の ， み 旨 を求

め て い るか ら で あ るd(ヨ ハ ネ5：30)

従順 はカを生む

救い主の使われた教授法は，極めて単純であるが，同時

に極めて力強い。主がいつ も喜んで天父に従お うとしてお

られたこと，それが，その力と効果の第一の要点である。

神 に従 う人には力が宿 る。模 範によって教 える人には力が

宿 るのである。

デルバー ト・L・ ステイプレー長 老は 「模 範は教 訓に

まさる」 と言っている。(ス テイプレー 『模範の力』本号

麟

守

議隷
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掲載の全文 を参照)

自分の教 える福音の偉大な真理に自ら従順 な教師は， 自

分の語る言葉 に，みたまによって力が加えられる。
「まことにかれらの言葉の力によって， この多 くの人は

神の聖壇の前にきて神 に祈 り，その御前で自分の罪を告白

したd(ア ルマ17：4)

だれでも望 むならば，福音を言葉で伝えることはできる。

しか し，人を変えるほどの力ある言葉は，従順な教師のみ

が語ることのできるものなのである。

パウロはテモテを次のように戒めた。 「言葉にも，行状

にも，愛にも，信仰にも，純潔にも，信者の模範になりな

さいd(1テ モテ4：12)

これが主の方法である。私たちは教師として，模範の効

果に十分な信頼 をお くべ きである。模範が霊的な力を伴っ

た時，それは，私たちの主要な教授法のひ とつ となるはず

である。

教会で教 えに携わる長老に対 し，ペテロは次のような勧

告 を与えている。
「あなたがたにゆだねられている神の羊の群れを牧 しな

さい。 しいられてするのではなく，神に従 って自ら進んで

なし，恥ずべき利得のためではな く，本心か ら， それ をし

なさい。

また，ゆだねられた者たちの上に権力をふるうことをし

ないで，むしろ，群れの模範 となるべ きである。

そ うすれば，大牧者が現れる時には， しぼむ ことのない

栄光の冠 を受けるであろうd(1ペ テロ5：2-4)

自問自答

教師が自分の模範の質を吟味するための理想的な方法は，

教師 自身， 自問自答 してみることである。

息子アルマは，判事の地位 壷辞 して全精力 を神 のみ言

葉 を説 くことにささげた人物であるが，彼は，教会員が霊

的な準備の面で高い水準を保つ ことができるよう，興味深

い方法 を用いてそれ を行 なった。アルマ書の第5章 には，

教会員 を自問 自答 という方法によって導 く目的で，40あ ま

りの質問が用意 されている。福音の教師たる者はこの章全

部 を残 らず，注意深 く読んでいただきたい。

主は光であって，私たちは皆その光 を，他の人々に見え

るように高 く掲げるべ きであると救い主は教えられた。そ

れと同じよっにアルマはこっ言っている。
「わが教会の兄弟諸君よ

。私はあなたたちに聞 くが，あ

なたたちは今 日霊によって生れ神の子になっているか。あ

なたたちは神の御姿を自分の身に受 けているか。あなたた

ちは今言ったような大 きな改心 をすでに感 じているか。

あるいはその日に，あなたたちはすでに神の御姿を自分

の身に刻んで清い心 と清い手をもって神 を仰 ぎ見ることが

できると思 うかd(ア ルマ5：14，19)

そして更に，私たちが 日々， これらすべての質問に 「は

い」 と答えられ る生活 をお くることができるよう，アルマ
'は重ねて尋ねている

。
「私の兄弟諸君よ，あなたたちに もしも心を改めたこと

と，瞭いを与える愛を讃美する歌 を唱いたいと思ったこと

があるならば，今 もそう思えるか私はたずねたい。

あなたたちはいつも神の御前に罪を犯さずに居ったか。

あなたたちが もしも今にも死ぬ とす るならば，心の中に
『私は充分へ りくだっている』と言い， また・『私の衣は，そ

の民の罪を瞭 うために降臨したもうキリス トの血で洗われ

て白くなっている』 と言えるであろうか。 ・

ごらん，あなたたちは高慢 な心 をすっか り取 り去 ったか。

あなたたちの中にはまだねたみ心をすっか り取 り去らな

い者がいるか。……

またあなたたちの中に兄弟 を侮 りこれを苦 しめる者があ

るか。

このような人は禍である。なぜ ならばこのような人も用

意が してない者で……あるか らであるd(ア ルマ5：26-

31)

そして最後に，私たちが， 自分 自身に対する責任ばか り

でなく，他人に対する責任 をも理解することができるよう，

アルマは次のように言葉 を結んでいる。
「多 くの羊をもつ とき，おおかみが入ってきて羊 を食い

殺 さないようにこれを保護 しない羊飼があなたたちの中に

あるか。ごらん， もしもおおかみがどうか して羊の群に入

って くることがあれば，羊飼は直 ちにこれを追い払 うでは

ないか。本当にその通 り，最後にもしできることならおお

かみを殺すにちがいない。

さて私はあなたたちに告げる。良い羊飼は今やあなたた

ちを呼んで招いて居 りたもう。あなたたちがもしその声に

聞 き従 うならば，そのお方はあなたたちをその羊の群に加

えたまい，あなたたちはその羊になるのである。そしてそ

のお方は，あなたたちに命 じて汝 らの亡びぬよう貧欲なお

おかみを汝らの中に侵 入させ るなと言いたもう。

今私アルマもまた命令 を私に下 したもうたお方の言葉 を

借 りて，私がすでにあなたたちに告げた言葉 を守って行え

とあなたたちに言 うd(ア ルマ5：59-61)

アルマの教 えは，彼の父親が明言 した模範のあ り方にか

なっている。彼の父はこう言っている。
「誰であって も神の心にかない神の道を歩み神の命令 を

守る者でなければ，その人を信 じて教師または教会の指導

者にしないように してほ しいd(モ ーサヤ23：14)

備えをなせ

私たちは，教える際にどれほどの準備ができているだろ

うか。福音の知識を日々深めているだろうか。聖典 を研究

し，深 く考え，祈 り，耳を傾け，そしてみたまの力によっ

て学んでいるだろうか。私 た ちは 自分 が学 んだ通 りの生

活 をしているだろ うか。他の人々が私たちの光を見たら，

キ リス トの光 も見えるだろうか。私たちの言葉や行ないで，

他の人々が天父をあがめ，天父に心を向けるようになるだ

う つか。

私たちが個人として， まだ十分に準備のできていない点

があれば，改め るべ きことはためらわずにす ぐにでも改め

よ うではないか。そして，最 も基本的な次の問いと答えを

決 して忘れないようにしようではないか。
「故に，汝 らはいかなる人物にてあるべ きか。まことに

汝らはわれ と同じ人物ならざるべか ちずd(IIIニ ーファイ

27：27)
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模 範 の 力

十二使徒評議員会会員

デルバ ー ト ・L・ ステイブ レー

する兄弟姉妹及び友人の皆様， この世に真理 と正義を愛
広め るためには，キ リス トの模範にならって，福音の

原則 と標準 と理想にかなった生活 を送ることに もっと注意

を払 う必要があると，私は確信 している。

世の中はこれまで以上に，良識 と霊性を備 えた男女，す

なわち確固として神の戒めを守 り，真理 と正義の模範に生

きる人々を必要 としている。

模範の力は，その模範 を示す人々が福音に従った生活を

してこそ， その強さが発揮 される。そのような人の顔か ら

は，イエス ・キ リス トの栄 えある福音の光が灯台の光のよ

うに放射 して，人々を徳高い道へ と導 くのである。

ある賢者は，新 しい教師の指針 として，偉大な教師 と言

われる人々に共通 して見いだされる大切 な点を3つ 挙げる

ように求め られた時，次のように答えている。「第一に，模

範によって教えること。第二に，模範によって教えること。

第三に，模範によって教えることd

救い主 イエス ・キリス トは，比類なき偉大な教師である。

イエスの教 えは，いつの世に もすたれることはない。なぜ

なら，イエスは自らの生活の模範によって，教えを強調さ

れたからである。
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宗 教 的 に 見 た 場 合 ， 模 範 とは ， 他 の 人 々 が 見 習 っ て た め

に な る よ う な行 な いや 態 度 を示 す こ とで あ る。

「あ な たが い か な る人 物 で あ るか
， 私 の 耳 に 雷 の よ うに

鳴 り響 き， あ な た の 言 っ て い る言 葉 が 聞 こ え な い」 と， エ

マ ソ ン は 言 っ て い る 。

「見 よ
， わ れ は 光 な り。 わ れ は汝 らの た め に す で に模 範

を示 しぬd(IIIニ ー フ ァ イ18：16)

こ の チ ャ レ ン ジ に満 ち た贈 い 主 の み 言 葉 を， 私 た ち は 何

の 抵 抗 も な く確 信 を持 っ て受 け 入 れ る こ とが で き る 。

使 徒 ペ テ ロ は ， 主 が 模 範 を示 して下 さ っ た こと を 強 調 し

て 次 の よ う に述 べ て い る。

「あ な たが た は
， 実 に そ うす る よ う に と召 され た の で あ

る。 キ リス トも， あ な た が た の ため に 苦 しみ を受 け， 御 足

の 跡 を踏 み 従 う よ うに と， 模 範 を残 され た の で あ る 。

キ リス トは 罪 を犯 さず ， そ の 口 に は偽 りが な か っ た 。

の の し ら れ て も， の の し りか え さ ず ， 苦 しめ ら れ て も，

お びや か す こ と をせ ず ， 正 しい さ ば き をす る か た に ， い っ

さ い をゆ だ ね て お られ たd(1ペ テ ロ2：21-23)

次 の 救 い主 の み 言 葉 は ， 今 日の 教 会 員 に 当 て はめ る こ と

が で き る。 「そ の よ う に， あ な たが た の 光 を人 々 の 前 に 輝

か し， そ して ， 人 々 が あ な た が た の よ い お こな'いを 見 て ，

天 に い ます あ な たが た の 父 を あが め る よ うに し な さ いd

(マ タ イ5：16)

こ の 聖 句 は 良 い模 範 を示 す こ との 大切 さ と価 値 を強 調 し

て い る。

ニ ー フ ァ イ の 言 葉 に あ る よ うに， キ リス トは ， 「天 の 御

父 の 前 に へ り くだ る こ と と， 天 の御 父 に従 っ て そ の 命 令 を

守 る と証 明 す る こ と を世 あ 人 に示 し た の で あ る。 … …

また … … 人 の ふ むべ き 道 が 真 直 ぐで あ る こ と と， 人 の く

ぐるべ き 門 が 狭 い こ と と を世 の 人 に教 え た も うの で あ っ て ，

子 羊 は 自分 か ら世 の 人 の前 に バ プ テ ス マ を受 け る模 範 を示

し た も う た 。

子 羊 は ，わ れ に 従 え と世 の 人 に仰 せ に な っ た 。そ れ で あ る

か ら私 の 愛 す る兄 弟 た ち よ， も し も喜 ん で 天 の 御 父 の 命 令

に 従 わ な い な らば ， 私 た ち は イエ ス に 従 う こ とが で き るかd

(IIニ ー フ ァ イ31：7，9-10)

また キ リス トは 全 人 類 に 次 の よ うな チ ャ レ ン ジ を与 え て

お られ る。 「故 に わ れ に な ら い て， 汝 ら の 見 た る わ れ の 行

い を汝 ら もせ よd(IIニ ー フ ァ イ31：12)

こ の 警 告 は ， 神 の 声 に よ って ニ ー フ ァ イ に 確 認 さ れ た 。

「わ が 愛 子 の 言 うこ とは 真 実 に して確 な り
。 終 り まで 忍 ぶ

者 は救 わ れ んd(IIニ ー フ ァ イ31：15)こ れ に対 して ニ

ー フ ァ イ は 言 って い る
。 「さて 私 の 愛 す る 兄 弟 た ち よ， 私

は こ れ に よ っ て ， 人 が も し も生 け る神 の 御 子 が 示 した も う

た 模 範 に 従 っ て 終 り ま で 忍 ば な い な らば 決 して 救 わ れ な い

こ と を知 っ て い るd(IIニ ー フ ァ イ31：16)

こ れ ら の教 え は ， 正 義 に か な っ た 生 活 を送 る よ うに とす

べ て の 人 々 に勧 告 を与 え る もの で あ る。 神 の み 前 に 立 ち返

らせ る唯 一 の 道 は こ れ で あ る。

ニー フ ァ イ 人 の 予 言 者 ア ル マ の 息子 で あ る コ リア ン トン

は ， 伝 道 中 愚 か に も浮 か れ 女 イザ ベ ル の 後 を追 っ て ， 父 の

深 い 悲 しみ を誘 っ た 。 息 子 の 行 な い に 落 胆 した ア ル マ は ，

息 子 を叱 責 して ， 次 の よ うに 言 っ て い る。

「か れ ら は お 前 の悪 い行 い を見 て私 の 言 う こ とを信 じな



か っ たd(ア ル マ39：11)

確 か に ， 模 範 は教 訓 に ま さ る。

マ ッケ イ大 管 長 は この よ うに 述 べ て い る 。 「口 で は正 直

を 説 き なが ら， 子 供 の 前 で不 正 直 な行 な い を す る こ とは ，

ふ る い に 水 を入 れ て 湯 を沸 か す の と同 じ位 無 益 な こ とで あ

るd(Pα 渉勧 αッs言011αpp'ηe8s「 幸 福 へ の 道 」p.307)

両 親 が 自 ら清 い生 活 を送 り， 神 の 律 法 と戒 め に 従 う こ と

は ， い か に重 要 な こ と で あ ろ うか 。 そ の よ うに す る両 親 は ，

実 生 活 に お け る模 範 に よ っ て 子 供 た ち を教 え 導 くこ とが で

き る 。 そ う し な け れ ば ， 生 活 上 の 個 人 的 で複 雑 な問 題 や 疑

問 に つ い て子 供 た ち と話 し合 う機 会 を 自 ら 閉 ざす こ とに な

る の で あ る 。

ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 管 長 は ，模 範 に よ っ て 子 供 た ち を教

え る こ とに つ い て ， 両 親 に 次 の よ うな 勧 告 を与 え て い る。

「子 供 が まね る に ふ さ わ し く
， 天 父 の こ こ ろ に 適 っ た模 範

を両 親 が 絶 えず 示 す な ら ば ， 子 供 は そ れ に順 応 し， 考 え も

そ の模 範 に 従 い， つ い に は ， 悪 よ り も善 を望 む よ うに な る

で あ ろ うd(Jbω γ㎜1(ゾD'scoπ γsεs「説 教 集 」 第14巻 ，

P.195)
「私 た ち は

， 子 供 た ち に望 ま な い こ と を決 して 自 ら行 な

っ て は な ら な い 。 子 供 た ち に 見 習 って ほ しい と思 う こ と を

模 範 と して 示 す べ き で あ る。 子 供 に 従 順 ， 良 い行 な い， 良

い 言 葉 ， に こや か な顔 ， や さ しい 声 ， 輝 きに 満 ち た 目 を期

待 し な が ら， 自 ら は年 中 小 言 を 言 っ て苦 々 しい顔 つ き を し

て い る両 親 が 何 と 多 い こ とで あ ろ う。 こ の 矛 盾 ， こ の理 不

尽 に は返 す 言 葉 が な いd(同 上p.192)

「両 親 は む ち で は な く信 仰 に よ って 子 供 を お さめ ， 良 い

模 範 に よ って 子 供 を あ らゆ る真 理 と聖 さ へ と穏 や か に導 か

な け れ ば な ら ないd(Jo解 ηαZげD∫SCOπ ゲse8「 説 教 集 」 第

12巻 ，p.174)

「私 た ちが こ の 教 会 の 真 理 に従 っ て 生 活 す るな ら ば ， 子

供 た ち も真 理 を愛 す る 者 とな る で あ ろ う。 両 親 は 子 供 た ち

に ， 『僕 は お 父 さ んが 他 の 人 をだ ま した り， 欺 い た りす る

の を見 た こ.とが な い 。 … … お 父 さ ん は ， 正 直 で うそ をつ か

ず ， 清 く， 親 切 で ， 勤 勉 で， 思 慮 深 く， 良 い こ とを す る 人

に な りな さ い， と言 っ て い ます 』 と言 わ れ る よ うな 道 を歩

む べ きで あ る 。 こ の よ う な教 えは ， い つ ま で も子 供 の 心 に

残 る で あ ろ うd(Jo卿 ㎜Zげ.窃sc伽se8「 説 教 集 」 第14巻 ，

P.195)

聖 典 に も模 範 につ い て 述 べ た とこ ろが ， 使 徒 パ ウ ロ は コ

リン トの 聖 徒 た ち に 宛 て て 次 の よ うな 警 告 を与 え て い る 。

「これ らの 出来 事 は
， わ た し た ち に 対 す る警 告 で あ っ て ，

彼 らが 悪 をむ さぼ っ た よ うに ， わ た し た ち も悪 をむ さぼ る

こ との な い た め な の で あ る 。

また ， あ る者 た ち が した よ うに， わ た し た ち は 不 品行 を

して は な らな い 。 … …

また ， あ る者 た ちが した よ うに ， わ た し た ち は 主 を試 み

て は な ら な い 。 主 を試 み た 者 は， へ び に殺 さ れ た 。

また ， あ る者 た ちが つ ぶ や い た よ うに， つ ぶや い て は な

らな い 。つ ぶ や い た 者 は， 『死 の使 』 に 滅 ぼ さ れ た 。

これ らの 事 が 彼 ら に起 っ た の は ， 他 に 対 す る 警 告 と して

で あ っ て， それ が 書 か れ た の は， … … わ た した ち に 対 す る

訓 戒 の た め で あ る 。

だ か ら， 立 っ て い る と思 う者 は ， 倒 れ な い よ うに 気 をつ

けるが よいd(1コ リント10：6，8-12)

神の王国で教え導 く者は， キリス トが偉大な模範である

こ とを忘れてはならない。従って，主のぶ どう園で働 くよ

う召されたあらゆる指導者 と教師は，人々が福音の原則と

標準 と理想に従って生活 し，福音に属ける特権 と祝福にあ

ずかることを期待する。 しか しそれには大 きな責任が伴 う

のである。にもかかわらず，すべての役員教師が必ずしも

自分の生活で，それ らのことを実行 しているわけではない。

私たち指導者は，他の人々に求めるような人物に自らな

らなくてはならない。そうでなければ，その偽善は非難 と

なって私たちに返って くる。

バプテスマ を望む者は，事前にすべての罪を悔い改める

ように求められる。この儀式を執行する神権者 も同様に，

完全に罪のない状態に自らを整えるべ きであるとするのは

矛盾 しているであろうか。これは福音のすべての儀式につ

いて言えることである。

自己の不正な行 ないを隠 し，聖なる召しの精神に従って

率直に模範を示そ うとしないことは，偽 りであり，恥ずべ

きことである。……

私たちの立場および責任は，何世紀 も前にモルモンが息

子モロナイに述べたもの と全 く同 じである。
「しか し私の愛す る子よ，民が強情であるにもかかわら

ず私たちは熱心に努めようではないか。私たちは一切の義

しいことに敵する者に勝って神の王国で私たちが安 息につ

くために， この肉体 を持っている間になさねばならぬ務め

があるか ら， もしその務め を怠るならば罪のある者 とされ

な くてはならないd(モ ロナイ9：6)

時には困難な場合 もあろう。しか し福音の原則に従って

生活 し，正 しい標準 を維持 し，義しい理想を固 く持つこと

に よって，良い模範の力を行使するように努め るならば，

この世において も来たるべ き世 において も報いを得ること

ができるのである。
「原則を高 く掲げるために特別な策は要 しないが，その

原則を守 り通すことには時として困難が伴 う」 という言葉

がある。
「キリス トに より善 と悪の律法が与えられたので， もは

や我々に標準がない ということはない。……」(レ オ ・ト

ルス トイ 「戦争 と平和」)

私たちは正直，高潔，潔白，道徳，知恵の言葉の遵守，

その他理想的な行 ないに関するすべての啓示を実践し，模

範 とならなければならない。そうしてこそ私たちは人々に

対 して正 しい模範を示すことができるのである。

私たちは生活の中にこれ らの基本的な特質 を生か し，愛

する人々，友人，その他交わ りを持つ人々に確信を持って
「私にな らってあなたがたの見た私の行 ないをあなたがた

もしなさい」 と言えるだろっか。

これが私たちの責任であ り，義務であり，チャレンジで

ある。

私たちがいついかなる時に も力と勇気を持 って手本とな

るような生活をし，主のみ前に義 しく歩み，すべての人々，

特に私たちの子供や家族の先達 となることがで きるように

願 っている。これらのことをイエス ・キ リス トのみ名によ

り申し上げる。アーメン。
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☆私の証

｢真響錆審㌔総霜赫 教会堂建築に

手な目標を勧,人 に迷惑をかけなけ 灘 わ っ 《

れ ば 何 を して も よ い と,酒,タ バ コ,

マー ジ ャ ン な どで 自分 を ご まか し,日

々 空 し く過 ご して い ま し た。 しか し,

バ プ テ ス マ を受 け ,素 晴 ら し い 兄 弟

姉 妹 の 愛 を知 り,人 生 の 目的,神 様 の

測 り知 れ な い愛 を 自覚 す る こ とに よ っ

て,こ の 喜 び を人 に伝 え た い と,仕 事

をや め て伝 道 の 準 備 を して い ま した 。

そうしている時,建 築宣教師 として熊

本に行かないか という話があ り,軽 い

気持で行 くと返事 をしました。 どうせ,

す ぐ伝道に行 くのだからとい う甘い考

えもありました。そして昨年の9月1

日に工事 を始めました。私はす ぐ自分

の甘い考えを反省 させ られました。こ

のプログラムは神様から与えられた素

晴らしいプログラムです。素人6人 と

監督,副 監督計8人 で始め,そ の後ふ

た り加わ り,計10人 で行 なっています。

何 もわか らないのに,神 様は不思議な

方法で私たちを導いて下さいました。
一つ一つの仕事 を一致 して行なう時

,

神様の導きを感 じることができました。

菊 池 慎 一

日本福岡伝道部

熊本支部

けがをして も,あ くる朝痛みはな くな

り,傷 も癒されていた り,不 可能なこ

とも可能になるのです。

監督 たちや教会の兄弟姉妹 の愛に

よって支え られ,徐 々に建物 らしくな

ってきました。建物 自体が伝道すると

いうこともよく知 ることができました。
バスや 自転車などで前を通って行 く人

たちが,こ ちらを見て話 した り,昼 休

みには,近 くの病院の人たちが遊びに

来て教会のことを話 したり,業 者の人

たち と仲良 くなった り,こ のように教

会堂建築 を通 して伝道す ることができ

ます。またこの建物で求道者の方々が

レッスンを受け,バ プテスマを受け,

その後聖餐 を受けた り,福 音の勉強を

したりする所だと考える時,胸 に熱 いも

のを感 じます。また福千年の時 も残る

のだといっことも。

業者の 人たちが こ うい う話 を して

いました。ここの建物 は今 まで経験が

ない位,堅 く,頑 丈だ と……。やは り

神様の建物だとはっきり知ることがで

きました。私たちはこの建物 と共に自

らの信仰 を立てているのだとい うこと

もわか りました。

私のような小 さな者でも神様は導い

て下さいます。この教会は真実の教会

であり,神 様は本当に生 きてましまし,

不思議な方法で私 たちを導いて下さい

ます。

真の喜びは神様の愛 を通 して来るこ

とを強 く証 します。限 りない神様の愛

に感謝 し,す べてイエス･キ リス トの

み名 を通 して証 しました。アー メン。

蓼 西 晃男
日本札幌伝道部

専任宣教師

宣教師としての

喜び

ノくプテスマの白い衣装に身を包んだ
人が4人,私 の前にいる。そ う,

ここ稚内に も福音の光が輝 き始めたの

だ。

1976年10月9日,樺 太からの引き揚

げ者のひとりである岩田兄弟が,愛 す

る姉妹 と共にバプテスマ を受けた。岩

田兄弟はこう証す る。｢神 様の戒めを

守 り,日 の光栄の王国で永遠の家族 を

持 つ こ とが で き る よ うに 努 力 す る こ の

教 会 は,真 実 の 教 会 で す 司 目 を 閉 じ

る と,あ の 夏 の 日の 出 来 事 が ま る で き

の っ の こ と の よ りに 心 に 浮 か ん で く る。

旧 盆 も間 近 い,8月 の あ る夜 の こ と

だ っ た。 私 た ち は 星 の また た く空 を見

上 げ なが ら,と ぼ とぼ と歩 い て い た。

と こ ろが ど うい う こ とだ ろ う。私 の 足

は ひ とつ の 方 向 を 目指 して ひ と りで に

進 み 始 め た 。 ど こへ 行 くの だ ろ う。 闇

の 中 に 大 きな トラ ッ クが 見 え た。 私 の

足 は そ の トラ ッ ク と壁 の 間 の1メ ー ト

ル位 の 隙 間 を通 り抜 け て い く。 そ して,

大 きな 玄 関 の 前 で 止 ま っ た 。 昼 訪 問 し

たが 留 守 だ っ た家 で あ る 。

ブ ザ ー を押 し た 。 子 供 のか ん 高 い 声

と一 緒 に 足音 が 聞 こ え る。｢今 晩 は,

私 は 西 長 老 と 申 します 。 こ ち らは 同僚

の カー リン グ長 老 で す 。 私 た ち ふ た り

は 宋 日聖 徒 イ エ ス･キ リス ト教 会 の宣

教 師 です 。 今 晩,少 しお 話 させ て い た

だ い て よ ろ しい で し ょ うかd出 て 来

た奥 さんの返事は素っ気ないものだっ

た。｢せ っか く来ていただいたんです

け ど,結 構ですd｢御 主入に取 り次

いでいただけませんかd｢話 をうか

が う気持 ちはないと思いますわdそ

んな問答 を繰 り返 した後で,奥 さんは

奥に引っ込んでしまった。長い時間が

経過 したように思 えた。

また子供たちの足音がして,つ いに

御主人が顔 を出した。私たちは彼の物

腰の柔 らか さと,彼 の 口か ら出た言葉

に驚いて しまった。｢ど うぞ入って下

さいd

中に入ると,彼 はこう切 り出した。
｢実は今

,キ リス ト教会に入ろうと思

いましてね。あなた方のような方が来

て くれるの を待 っていたのですよd

これがみたまの導 きでな くて何 であろ

うか。

その 日か らレッスンは始まった。初

めはなかなか進 まない。だが奥 さんは,

私 たちがお茶 を飲まないことを知って,

'

.
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☆私の証

宣教:師にな る決 心

日本仙台伝道部

専任宣教師

鈴 木 富 子

私 が教 会員 とな っ てか ら,1年 と10ヵ 月た ち ま した。 そん な

私 が伝 道 に行 くと言 った 時,多 くの 入は信 じ られ な い と言 い ま

した。伝 道に 出 るため に長 い年 月は必要 では あ りませ ん 。 しか

し私 の場 合は,信 仰 もとて も弱か っ たの です 。 そん な私 が伝 道

に 出た裏 には,そ の き っかけ とな るひ とつ の 大 きな 出来事 が あ

りま した。

教 会 を知 る きっか けは数 多 くあ る と思 い ます。 私 は ち ょ うど

20歳 の時,20歳 にな った ん だか ら何 かひ とつ の もの に取 り組 ん

で みた い と思 い ま した。 その 思 いが 次第 に強 くな り,そ の こ と

を考 え る と眠れ ない ほ どで した。 そ して新 聞 を隅 か ら隅 まで読

ん だ り,人 の 話 に注意 して耳 を傾 け た りして い ま した。

そん な時,小 さな新 聞 の 片隅 に,無 料 英会 話 とい う広告 を見

つ け ま した。 私 は それ を見 て,そ うだ,こ こへ 行 ってみ よ うと

い う気持 に な りま した。 英語 の嫌 い な私 が なぜ 英 会話 を選 ん だ

の で し ょう。 友達 と一 緒 に1年 位 通 い続 け たで しょ うか 。教 会

に つい ては全 く関 心 が な く,友 達 が 宣教 師 と約束 を取 った時 に

は,断 わ った方が いい よ と忠 告 した ほ どで した。 そ ん な私が 教

会 の こ とを学 び始 め ま した。｢宣教 師 か ら真理 を知 りた くあ りま

せ んか と言 われ,無 知 だ った私 は,真 理 な ら宗 教 で は ないか ら

勉 強 してみ よ うか と思 い,.レ ッス ンを始 め たの です 。 こ う して,

私 の心 に も信 仰 が芽 生 え始め ま した。

レッス ンが進 み,バ プテ スマ のチ ャ レ ンジが 出て い た頃,私

は1年 間忘 れ てい た こ とを思 い出 し ました。 そ う,1年 前の 私

は,自 分 が全 精 力 を傾 けて行 な うこ とを捜 し求め て,夜 も眠れ

ないほ どだっ たの です。 バ プ テスマ のチ ャレ ンジに つ いて考 え

て い た時,私 の心 の 中 に捜 し求 め て いた もの は これ だ とい う気

持 が起 きて き ま した。 こ うして私 はバ プ テスマ を受 け ました。

しか し,弱 い弱 い信 仰 で した。 その 弱 い私 に大 きな 試 しがや っ

て 来 ま した。突 然 の母 の病気 です 。 それ は ま るで,私 が 教会 に

入 るの を待 ち構 え てい たか の よ うで した。 医者か ら今 の 医学 で

は ど うしよ う もな い と言わ れ た時,私 はた だた だ主 に祈 りま し

た。頼 れ るの は主 だけ で した。 で も,母 の容 態 は一 向に 回復 に

向 か い ませ ん。 こ うして,私 の信 仰 の灯 は次 第 に小 さ くな って

い きま した。祈 りが 答 え られ なか ったか らです 。

そんな 時,多 くの人 た ちが私 を励 ま して下 さい ま した。 ホー.

ムテ ィー チ ャー は本 当 に必死 にな って助 け て下 さ い ました。 一

度去 った教 会 に戻 った 時 に,讃 美歌54番 『羊 を守 れ る羊 飼 の愛』

が流 れて いた の を忘 れ るこ とが で き ませ ん。

それか らは,何 があ ろ う とまず神 を信 じよ う と思 い,頑 張 り

ま した。 学 校 を休 み,一 生 懸命 に看 病 を しま した。 で も,看 病

をす る 自分 の心 も肉体 も次 第 に弱 って い きま した。 そ んな 中で,

私 は奇 跡 が起 きるこ と を願 っ て とて も無 茶 と思 え るこ とを しま

した 。長 い断 食 はい け ない と言 われ て い ま した が,一 日のほ と

ん ど を断 食 し,そ れ を1週 間続 け たの です。1週 間過 ぎて何 も

起 こ らなか った 時,も う立 ち上 が る気力 もな くな り,ふ と数 分

間意 識 を失 い ま した 。 その 時,短 い夢 を見 ま した。長 い長 い階

段 を3人 の御 方 が降 りて くるの です 。 そ して中 ほ どにす わ って

悲 しん でい る私 の前 で止 ま りま した。 見上 げ る と3人 の 御方 の

中の ひ と りが 私 の手 を取 り,私 に話 しか け ま した。｢あ な たの

苦 しみ はわか ります 。 で も頑 張 りな さいdそ の手 は,今 まで

に感 じた こ とが な いほ ど温 か く優 しい手 で した 。私 は その御 方

に向 か って｢あ な たは神 様 の よ うですね｣と 言 っ た とき,そ の

御 方 は優 し く.うなず い て下 さい ま した。 そ して ま た階段 を降 り

て行 きま した。

意 識が 戻 った 時,今 ま での悲 しみ は喜 び に変 わ って い ま した 。

私 た ちの 苦 しみ を御 存知 の上 でその よ うに な さるの な ら,そ し

て頑 張 りな さ い と言 われ るの な らその よ うに しよ うと思 い ま し

た。

間 もな く母 は 死に ま した 。 この母 の おか げ で,私 の信 仰 は ど

れ ほ ど大 き くなっ た こ とで し ょう。 それ か ら次 々 と祝福 が あ り

ま した。 当時 看護 学校 に通 って い ま したが,特 殊 な学校 です の

で休 ん だ分 を全部 完 全 に取 り戻 さない と卒 業 で き ませ ん 。 それ

で休 日を使 って学 校 に行 き,勉 強 しま したが,2ヵ 月 も休 んで

しま ったの で とて も卒 業 式 には 間 に合 わな いは ず で した。 で も,

それ が卒 業式 の2週 間前 に終 わって しまつ たの です 。

それか らステ ー キ部宣 教 師に 召 され ま した。 この責 任 は私 を

伝 道へ と駆 り立 て ま した。責 任 を通 して伝道 の喜 び を知 った私

は,フ ル タイム の宣 教師 と して働 きた い と.思うよ う1とな りま し

た。 あ る時 は同僚 と,喜 び に満 ち.た心 で,.主 に感 謝 しなが ら訪

問先 か ら帰 りま した。 また求 道 者に つ いて真 剣 に祈 っ た時,同

僚 と全 く同 じ答 え を受 け たこ ともあ りま した。

伝 道 に行 くに あ た って準備 す る こ とは た くさん あ りま したが,

神 を信頼 して努 力 した時 にす べ て解 決 しま した 。 あ る時 は何 回

交 渉Lて も仕事 がや め られず,も うだめ か と思 っ た こ ともあ り

ま したが,監 督 をは じめ いろ いろ な方々 の助 け を得 て何 とかや

め る こ とが で きま した。 伝道 に つ いて,家 族 や親 族 はほ とん ど

反対 しませ ん で した。話 して も神 の 存在 は信 じませ んで した が,

自分 で責 任 を取 る な ら,ま た迷 惑 をかけ な いの な らや りたい よ

っにや って こい と言 われ ま した。 心配 してい たお 金は 親 と教会

員か らの援 助 で まか な うこ とが で き ま した。 特 に教 会 員 か らは

大 きな助 け をい ただ きま した。

この よ うに,目 に 見 え る準 備 はほ とん どし ましたが,召 しが

来 ませ ん 。毎 日郵 便 屋 さんが 来 るの を待 ち ま した。 で もそれ も

2ヵ 月近 くにな る と,自 分 の信仰 が 弱 いか ら召 しが 来 ないの だ

o
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